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利用案内

表紙のイラストについて
　表紙のイラストは、「みまもりかるた」の絵札を作成
された、市内高齢者支援センターの職員の方にご協力
をいただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　
※「みまもりかるた」は、高齢者の異変に気付くための視点を楽し
く学ぶことができる「かるた」です。高齢者支援センターと市で貸
し出していますので、お気軽にお問い合わせください。市のホーム
ページでダウンロードもできます。

「みまもりかるた」

はじめに

「高齢者のための暮らしのてびき」を手に取っていただきありが

とうございます。

　人生100年時代を迎え、高齢者の方が住み慣れた地域で、いきい

きと自分らしく暮らすために、市では、福祉・介護部門をはじめと

した各部署が、また民間の団体や事業者等が、高齢者向けの様々な

サービスや情報を提供しています。そのような中で、自分に合った

サービスを選び、情報を得るためのお手伝いができるよう冊子にま

とめました。また、様々な悩みや困りごとへの相談窓口についても

掲載しています。

　この冊子が、みなさまのお役に立つことができれば幸いです。

　このてびきは、2021年４月１日現在の情報を掲載しています。詳しい内容および
最新の情報については、各項目に記載の「窓口」へお問い合わせください。
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身近な相談窓口1
相談先の一覧（目次）

高齢者のための総合相談　※ご家族や、近隣の高齢者についてもご相談ください。
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

高齢者支援センター・
あんしん相談室
( 地域包括支援センター )

6

・介護保険や福祉のサービスを利用したい。
・認知症に関する相談をしたい。
・虐待かも？気になる高齢者の相談をしたい。
・成年後見制度について知りたい。
・高齢になり、不安や困りごとがあり相談したい。�
・介護保険で住宅に手すりやスロープをつけたい。
・体力づくりや、認知症予防の催しに参加したい。

なやみごと・心配ごと
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

民生委員・児童委員 9 ・暮らしや健康に不安があり相談したい。

心配ごと相談
（町田市社会福祉協議会） 11 ・日常生活の様々な悩みについて相談したい。

市民相談室（広聴課） 9 ・�市政に関すること、日常生活の中での悩み事を
どこに相談したらいいか。

高齢者のための夜間安心電話
（東京社会福祉士会） 9 ・�保健や福祉に関わる心配ごとや悩みについて相

談したい。

医療・健康
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

救急相談センター
（東京消防庁） 8 ・急な病気や怪我で、病院を教えて欲しい。

・救急時の応急手当のアドバイスをしてほしい。

町田市医師会
テレホンサービス（電話） 8 ・かかりつけ医を探したい。

・夜間や休日に受診できる医療機関を知りたい。

東京都保健医療情報センター
「ひまわり」 8 ・�都内の医療機関の場所や診療内容等の情報を知

りたい。

町田市医療安全相談窓口
（町田市保健所） 8 ・医療従事者の対応が気になるので相談したい。

栄養相談
（町田市保健予防課） 8 ・食生活など栄養の不安や疑問を相談したい。

認知症電話相談（電話）
（認知症疾患医療センター） 8 ・認知症に関する心配ごとがある。

・認知症を診てくれる病院について相談したい。
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相談先の一覧（目次）

住まい
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

空き家に関する無料相談
（町田市住宅課） 10 ・空き家の管理について相談したい。

あんしん住宅（悠々会） 10 ・住む場所に困っている。

生活上の安全・トラブル等
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

地域福祉権利擁護の相談
（町田市社会福祉協議会） 11 ・日常の金銭管理などを手伝ってほしい。・成年後見制度について相談したい。
消費生活相談
（消費生活センター） 10 ・�商品やサービスの契約でおきたトラブルについて相談したい。
福祉法律相談
（町田市社会福祉協議会） 11 ・�弁護士へ相続、金銭賃借、契約などの相談をしたい。
専門士による相談
（市民相談室（町田市広聴課）） 9 ・�弁護士や税理士、司法書士などに法律等専門的

な相談をしたい。
町田法律相談センター
（東京三弁護士会） 10 ・�暮らしの困りごとで悩みがあり、法律相談をしたい。

福祉サービス苦情相談
（町田市社会福祉協議会） 11

・福祉サービスの利用について苦情がある。
※�介護保険サービスの苦情は、事業所と契約した際の
書類「重要事項説明書」をご確認ください。

経済・自立支援
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

八王子年金事務所
街角の年金相談センター町田 12 ・公的年金のことを相談したい。

生活・就労相談 12 ・自立できるような支援について相談したい。
生活福祉資金貸付制度の相談
（町田市社会福祉協議会） 11 ・�所得が少なく生活が不安定なので、生活資金の貸付について相談したい。

社会保障・福祉に関する市の窓口
相談窓口名称 ページ 例えばこんな相談…

町田市高齢者福祉課 12 ・高齢者の福祉やサービス等について知りたい。
町田市介護保険課 12 ・介護保険制度について知りたい。

町田市保険年金課 12 ・医療保険制度や成人健康診査について知りたい。・国民年金について知りたい。

町田市障がい福祉課 12 ・障害者手帳や制度について知りたい。・難病医療費等助成について知りたい。
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○町田市の高齢者福祉サービスの相談、申請代行
○介護保険の相談、認定申請受付
○認知症の全般的な相談や専門医療機関などの情報提供
○日常生活における不安なこと、お困りごとの相談受付
○介護予防に関する講座の開催
○要支援認定された方・総合事業対象の方のケアプラン作成
○成年後見制度活用の相談や利用支援
○高齢者虐待に関する相談受付・対応・防止
○一人暮らし高齢者等の見守り支援ネットワークの整備
○家族介護者の交流会等の開催
○地域づくりのサポート� � � � � � など

月曜日～土曜日（日祝休日・12/29～1/3を除く）

8：30～17：00
（緊急時は上記時間以外でも対応します）

※相談は無料です。秘密は厳守いたします。
※町田市では、対象者や役割をわかりやすくするため、介護保険法に基づき設置
される地域包括支援センターで市内の各地域を担当するものを「高齢者支援セ
ンター」と呼んでいます。
※高齢者支援センター・あんしん相談室に関するお問い合わせ先について
高齢者福祉課		地域支援係　TEL	042-724-2140　FAX	050-3101-6180

　高齢者支援センターは、高齢者の皆さまが住み慣れた地域で安心して生活できる
よう、必要な支援や情報提供を行う高齢者の方のための総合相談窓口です。
　あんしん相談室は、高齢者支援センターの出先機関であり、高齢者支援センター
と同様の相談ができます。
　ケアマネジャーや社会福祉士、保健師等の専門職が、介護・医療・保健・福祉な
どの側面から相談に対応します。
　ご本人のほか、ご家族や地域の皆さまもお気軽にご相談ください。なお、電話や
来所だけでなく、スタッフの訪問による相談も可能です。

業務内容

開	所	日

開所時間

高齢者支援センター・あんしん相談室
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担当地域 名　　称 電話番号 ＦＡＸ番号 所 在 地

・相原町
堺第 1高齢者支援センター 042-770-2558 042-774-1847

相原町 2373-1
（老人保健施設サンシルバー
町田内）

相原あんしん相談室 042-700-7121 042-700-7122 相原町 1158-26

・小山町
・小山ヶ丘
・上小山田町

堺第 2高齢者支援センター 042-797-0200 042-798-7780 小山ヶ丘 1-2-9（特別養護老人ホーム美郷内）

小山あんしん相談室 042-794-8751 042-794-8752 小山町 2619

・図師町　・忠生
・下小山田町
・矢部町　・常盤町
・小山田桜台
・根岸町　・根岸

忠生第 1高齢者支援センター 042-797-8032 042-797-8830 下小山田町 3580ふれあい桜館 1階

忠生あんしん相談室 042-792-8888 042-792-8888 忠生 3-1-34もりやハイツⅡ　101 号室

・山崎町　・山崎
・木曽町　・木曽西
・木曽東（都営木曽森野
アパートを除く）
・本町田の一部（公社住
宅町田木曽）

忠生第 2高齢者支援センター 042-792-1105 042-792-5543 山崎町 2200（福音会木曽山崎事業所内）

木曽あんしん相談室 042-794-7901 042-794-7902 木曽東 1-34-10��ちひろマンション 101

・小野路町　・大蔵町
・野津田町　・薬師台
・金井町　　・金井
・金井ヶ丘

鶴川第 1高齢者支援センター 042-736-6927 042-736-6903
薬師台 3-270-1
（特別養護老人ホーム第二清
風園内）

野津田あんしん相談室 042-708-8964 042-735-5872 野津田町 831-1

・能ヶ谷　　・鶴川
・三輪町　　・三輪緑山
・広袴町　　・広袴
・真光寺町　・真光寺

鶴川第 2高齢者支援センター 042-737-7292 042-737-0833 能ヶ谷 3-2-1鶴川地域コミュニティ 1階

鶴川あんしん相談室 042-718-1223 042-860-5833 鶴川 6-7-2-103 号室

・原町田（都営金森1丁
目アパートを除く）
・中町　・森野　・旭町
・木曽東の一部（都営
木曽森野アパート）

町田第 1高齢者支援センター 042-728-9215 042-728-6578
森野 4-8-39
（特別養護老人ホームコモン
ズ内）

原町田あんしん相談室 042-722-8500 042-732-3505 原町田 4-24-6　せりがや会館１階

・本町田（公社住宅町
田木曽を除く）
・藤の台
・南大谷の一部（公社
住宅本町田）

町田第 2高齢者支援センター 042-729-0747 042-709-0533
本町田 2102-1
（本町田高齢者在宅サービス
センター内）

本町田あんしん相談室 042-860-7870 042-709-0533 藤の台 1-1-50-109

・玉川学園
・南大谷（公社住宅本
町田を除く）
・東玉川学園

町田第 3高齢者支援センター 042-710-3378 042-710-1292
玉川学園 3-35-1
（玉川学園高齢者在宅サービ
スセンター内）

南大谷あんしん相談室 042-851-8421 042-851-8426 南大谷 205-1-2

・南町田　・鶴間
・小川　　・つくし野
・南つくし野

南第 1高齢者支援センター 042-796-2789 042-799-0079
南町田 5－ 16 － 1
（特別養護老人ホーム芙蓉園
内）

小川あんしん相談室 042-850-6234 042-850-6234 小川 6-1-11

・金森　　・金森東
・南成瀬　・成瀬が丘
・原町田の一部（都営
金森1丁目アパート）

南第 2高齢者支援センター 042-796-3899 042-799-2145
金森東 3-18-16
（特別養護老人ホーム合掌苑
桂寮内）

成瀬が丘あんしん相談室 042-795-9100 042-850-6550 成瀬が丘 2-23-4��ベルハイツ成瀬 1-A 号室

・成瀬　　・西成瀬
・高ケ坂　・成瀬台

南第 3高齢者支援センター 042-720-3801 042-860-7022 西成瀬 2-48-23

成瀬あんしん相談室 042-732-3239 042-860-7022 西成瀬 2-48-23

■高齢者支援センター・あんしん相談室　一覧
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医療等に関する相談

認知症電話相談
　認知症の早期診断と治療のための、身近に相談できる専門相談窓口です。電話に
よる相談を専門の相談員がお受けします。また、必要に応じて関係機関との調整も
行います。ご本人だけでなく、ご家族の方や関係者の方もお気軽にお電話ください。

専用電話　　

受　　付

TEL	0120-115-513

月～金曜日　午前9時～午後5時
　　土曜日　午前9時～12時
（祝日・年末年始を除く）

医療や健康に関する相談窓口です。

相　談　内　容 窓　口 受付時間

救急時、応急手当の
アドバイスや医療機関の
案内が必要なとき

救急相談センター
（東京消防庁）
TEL	#7119　または
042-521-2323

24時間

かかりつけ医について
相談したいとき

町田市医師会
テレホンサービス
TEL	042-739-0660

月～金曜日
(祝日・年末年始を除く)
午前9時～午後5時
※�上記時間帯以外は音声テー
プ案内

医療機関の情報が
必要なとき

東京都保健医療情報センター
「ひまわり」
TEL	03-5272-0303
FAX	03-5285-8080

○医療機関案内：24時間
○�保健医療福祉相談：月～金
曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時～午後8時

医療に関する相談に、
助言等をしてほしいとき

町田市医療安全相談窓口
（町田市保健所）
TEL	042-724-5075

月・火・木・金曜日
（祝日・年末年始を除く）
午前9時～正午、
午後1時～午後4時

食生活に不安・疑問など
があるとき

保健予防課「栄養相談」
TEL	042-722-7996

予約制
※�相談の日時は、保健予防課
にお問い合わせください。
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民生委員・児童委員
　民生委員・児童委員は、福祉に関する地域の身近な相談相手です。

民生委員・
児童委員とは

民生委員・
児童委員の活動

お気軽に
ご相談ください

窓　　口

窓　　口 広聴課TEL	042-724-2102　FAX	050-3085-3127

　民生委員は、民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱を受け
ています。任期は３年です。
　また、児童福祉法に基づき、民生委員が児童委員を兼ねており、
児童福祉の推進にも努めています。

　民生委員・児童委員は、市民の皆様が、福祉の制度やサービス
を必要なときに利用できるように、市役所や社会福祉協議会など
の関係機関へつなぐパイプ役としても活動しています。
　また、民生委員・児童委員はそれぞれ担当地域を持って活動し
ています。

　民生委員・児童委員には守秘義務があり、相談内容や、ご相談
者の個人情報は必ず守ります。
　担当の民生委員・児童委員が分からないときは福祉総務課へお
問い合わせください。

福祉総務課	事業係 TEL	042-724-2537　FAX	050-3101-0928

　日常生活での悩み事等の相談先や、弁護士・税理士等による専門相談をご案内します。
また、市の職員が、市政に関するお問い合わせ・ご意見・ご要望・ご相談をお受けします。
専門相談は、予約が必要です。広聴課へお問い合わせください。相談は無料です。

　高齢者やその家族の抱える保健や福祉に関わる心配ごとや悩みについて情報提供
を行っています。

専用電話

受　　付

実施機関

TEL	03-5944-8640

午後 7 時 30 分～午後 10 時 30 分（年中無休）

公益社団法人　東京社会福祉士会

市民相談室

高齢者のための夜間安心電話 (電話相談）
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　町田市内に家屋を所有する方に対し、空き家についての法律・税務・不動産に
関する無料相談（予約制）を行っています。弁護士・司法書士・税理士・宅地建物
取引士・建築士が各専門相談をお受けします。
　なお、住宅課では持ち家の管理に関するパンフレットを無料で配付しています。

住宅課	TEL	042-724-4269　FAX	050-3161-6109窓　　口

受付時間

居住支援法人悠々会　あんしん住宅事業
TEL	070-3204-0460
平日�午前 8 時 30 分～午後 5時 30 分（年末年始を除く）

　東京の三つの弁護士会 ( 東京弁護士会・第一東京弁護士会・第二東京弁護士会 ) が運営す
る法律相談所です。暮らしのお困りごとでお悩みの方はお気軽にご相談ください。

専用電話

受付時間

相	談	料

TEL	042-732-3904（予約受付専用）
水・金・土曜日�午後1時～午後6時、
火・木曜日�午後3時～午後8時（祝日を除く）※事前電話予約制
30 分以内 5,500 円（税込）、延長 15 分につき 2,750 円（税込）
※�収入が一定額以下の方は、法テラスの無料相談をご利用いただける場
合があります。

町田法律相談センター（運営：東京三弁護士会）

消費生活センター

あんしん住宅（東京都居住支援法人指定）

窓　　口

　東京都から居住支援法人として指定を受けた、社会福祉法人悠々会が運営しています。
　住宅の賃貸契約が難しい等の事情で住む場所にお困りの方からのご相談に応じ、悠々会が
借り上げた物件を低廉な家賃でお貸ししています。

TEL	042-722-0001
所 在 地 　町田市原町田4-9-8　町田市民フォーラム3Ｆ
電話相談　月～土曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時～12 時、午後１時～４時
来所相談　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時～12 時、午後１時～４時

空き家に関する無料相談

　商品やサービスに関する契約上のトラブルや商品の安全・品質・苦情等、消費生活に関
わる相談を専門の相談員がお受けし、助言やあっせん等を行います。
　※「消費者被害」については、P.26�参照。

窓　　口
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　地域福祉の推進を図ることを目的とし、地域の住民やボランティア、福祉・保健等の関係者、
企業及び行政等と協働し、「福祉のまちづくり」に取り組んでいる組織です。
　下記の相談・福祉事業などを行っています。
心配ごと相談（電話相談）
心配ごとのある方の相談に民生委員が応じ、解決の方法をさがします。　
専用電話 TEL	042-729-5070

受付日時 毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　午前 10時～ 12時、午後 1時～ 3時

生活福祉資金貸付制度の相談
低所得世帯に対して、以下のとおり生活資金の貸付を行います。
※貸付には一定の基準があります。下記窓口へご相談ください。
緊急小口資金 医療費等の支払いで、一時的に生活費が必要なとき
不動産担保型生活資金 非課税高齢者世帯に家と土地を担保とする生活資金貸付

窓　　口 町田市社会福祉協議会		TEL	042-722-4898(代表)　FAX	042-723-4281

町田市社会福祉協議会

　高齢者や障がい者の方々が安心して生活できるよう、福祉に関するご相談をお受けし、
福祉サービスの利用や契約、財産管理などを適切にお手伝いします。ご相談は無料です。
各種ご相談 内　容 受付日時

福祉に関する
ご相談

高齢者や障がいのある方、そのご家族や関係
者の方からの、福祉に関するご相談。

月～金曜日
午前9時～午後5時

福祉サービス
苦情相談

福祉サービスを利用していて「納得できない」
「嫌な思いをした」などのご相談。

月～金曜日
午前9時～午後4時

福祉法律相談 弁護士による成年後見制度、相続、遺言など
のご相談。※電話予約が必要です。

毎月1回第3火曜日
午後2時～午後4時

※祝日・年末年始を除く

窓　　口 福祉サポートまちだ　TEL	042-720-9461　FAX	042-725-1284

地域福祉権利擁護の相談
　認知症や障がい等により、以下の手続きを一人で判断することに不安のある方からの相談
を受け、そのお手伝いをいたします。
福祉サービス利用援助 福祉サービス利用の手続き、利用料の支払いなど
日常的金銭管理サービス 年金・手当ての受け取り、家賃・公共料金の支払い
書類等預かりサービス 預貯金通帳、印鑑、権利書などのお預かり
専用電話 TEL	042-720-2861

受付日時 　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前 9時～午後 5時

成年後見制度の相談　　　詳しくは、p.26 参照ください。

所　　在 原町田４︲９︲８　町田市民フォーラム４階

福祉サポートまちだ
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公的年金に関する相談

生活・就労相談

社会保障・福祉に関する市の窓口

　国民年金、厚生年金保険について、下記窓口で相談を受け付けています。
　共済年金の詳しいご相談は、各共済組合が窓口です。

窓　　口 ・八王子年金事務所（TEL	042-626-3511　FAX	042-621-0549　八王子市南新町4-1）
	 ・街角の年金相談センター町田（中町1-2-4�日新町田ビル5階　電話相談は受付しません）
	 ・保険年金課	国民年金係（TEL	042-724-2127　FAX	050-3101-5154）

　しごとや生活にお困りの方の相談をお受けしています。
　専門の支援員が支援プランを作成し、一人一人に寄り添った家計の改善や支援等を行います。

窓　　口 生活援護課「生活・就労相談」窓口　TEL	042-724-4013

受付日時 　町田市役所庁舎１階� 110��番窓口（生活・就労相談窓口）

窓　　口 相　談　内　容

高齢者福祉課
FAX	050-
3101-6180

高齢者サービス係
042-724-2141 ・高齢者の在宅生活を支えるサービスに関すること

介護予防係
042-724-2146 ・介護予防に関すること

地域支援係
042-724-2140

・高齢者の見守りや虐待防止対策に関すること
・認知症の施策に関すること

介護保険課
FAX	050-
3101-6664

認定係
042-724-4365 ・介護保険認定の申請、結果に関すること

給付係
042-724-4366 ・介護保険サービスに関すること

保険料係
042-724-4364 ・介護保険の資格や保険料に関すること

保険年金課
FAX	050-
3101-5154

高齢者医療係
042-724-2144 ・75歳以上の医療保険に関すること

保険加入係
042-724-2124

・国民健康保険の加入・脱退に関すること
・国民健康保険証の発行・紛失に関すること

事業管理係
042-724-4027 ・成人健康診査（40歳以上）に関すること

保険給付係
042-724-2130 ・75歳未満の医療保険に関すること

国民年金係
042-724-2127 ・国民年金に関すること

障がい福祉課
FAX	050-
3101-1653

福祉係
042-724-2148

・手帳の交付(身体、愛の手帳)に関すること
・障がい者への助成や難病医療費等助成に関すること

支援係
042-724-2145

・手帳の交付（精神）に関すること
・障がい者への日常生活支援に関すること
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ごみの出し方
　町田市では「燃やせるごみ」と「燃やせないごみ」の指定収集袋による戸別収集を行っ
ています。（JR横浜線より南側の地域では、「容器包装プラスチック」の戸別収集も行っ
ています。）
　ごみの分別や排出日等の詳細は『資源とごみの収集力レンダー』『資源とごみの出
し方ガイド』をご覧ください。お持ちでない方は、市庁舎、各市民センター及びコミュ
ニティセンターなどでお渡ししています。指定収集袋はお近くの販売店でお買い求め
ください。
ごみの種類 袋の色 収集頻度 袋の大きさ・袋の価格(10枚1組)

燃やせるごみ 黄色 週２回
ミニ（5ℓ）・80円 中（20ℓ）・320円
小（10ℓ）・160円 大（40ℓ）・640円

燃やせないごみ 緑色 ２週に１回
ミニ（5ℓ）・80円 中（20ℓ）・320円
小（10ℓ）・160円 大（40ℓ）・640円

そ	の	他 ○�団体または個人で、道路等の公共の場所を清掃する場合は、事前登録制
で『ボランティア袋』を配布しています。

� ○�おむつや糞尿便袋（ストマ）を使用されている方は『おむつ袋』が利用
できます。※おむつや糞尿便袋（ストマ）以外は入れられません。

窓　　口 3R推進課	庶務係　TEL042-797-7111　FAX042-797-5325
	 ※ごみの分別・出し方についてのお問い合わせ
	 　町田市役所代表電話　TEL042-722-3111
粗大ごみ 　○�指定収集袋に入らない大きなごみや、単体で重さ10キログラムを超える

ごみは、粗大ごみになります。
� ○粗大ごみの処分については、以下の2通りの方法があります。
� ※パソコンや家電リサイクル法対象製品は、市で収集・処分ができません。

①粗大ごみの戸別収集 ②清掃工場への持ち込み
○事前のお申し込みが必要です。
○料金、収集日等の詳細はお申し込み時に
　ご確認下さい。
○収集は有料です。お申し込み時に案内さ
　れた金額分の粗大ごみ処理券を購入して
　下さい。
注意：指定収集袋は使用しないで下さい。

○事前のお申し込みが必要です。
○料金　10キログラムごとに250円
○持込時間
　月～土曜日（祝日・年末年始を除く）
　午前8時30分～午前11時30分
　午後1時～午後4時
注意：指定収集袋は使用しないで下さい。

窓　　口 まちだエコライフ推進公社　TEL	042-797-1651
　　　　　　　月～土曜日（祝日・年末年始を除く）　午前8時30分～午後5時

生活・暮らしの支援2



　資源物やごみを出すことが困難な世帯に対して、決まった曜日に訪問し、玄関先
での収集を行います。

市内在住で、以下のいずれかの条件に該当する方で、ごみ及び資源物
を持ち出すことが困難であり、隣人その他の協力が得られない方

○ 65歳以上の方のみの世帯で、世帯員全員が要介護 2以上、
　またはそれと同等の状態と認められる方のみの世帯
○身体障害者手帳、または愛の手帳の交付を受けている方のみの世帯

ケアマネジャーまたは高齢者支援センター等にご相談のうえ、
町田市高齢者等訪問収集事業利用申請書を提出してください。

3R 推進課	対策係　TEL	042-797-7111　FAX	042-797-5325

　年に１回指定収集袋を、一定数量無料配付いたします。なお、申し込みは不要です。

4月 1日現在、市内在住の 70歳以上の方がいる世帯で、かつ、世帯
全員の前年度市・都民税が非課税の世帯。
ただし、以下の方は対象となりません。

○ 4月 2日以降、転出、死亡などの理由により町田市に在住していない方
○4月 2日以降、町田市に転入された方
○前年度の市・都民税の課税状況が確認できない方
○生活保護を受給している方

ご自宅まで直接お届けいたします。
（年度により異なることがあります。）

高齢者福祉課	高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

受取方法

対　　象

申込方法

窓　　口

窓　　口

指定収集袋の無料配付

ふれあい収集（高齢者等訪問収集）
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　資源物やごみを出すことが困難な世帯に対して、決まった曜日に訪問し、玄関先
での収集を行います。

市内在住で、以下のいずれかの条件に該当する方で、ごみ及び資源物
を持ち出すことが困難であり、隣人その他の協力が得られない方

○ 65歳以上の方のみの世帯で、世帯員全員が要介護 2以上、
　またはそれと同等の状態と認められる方のみの世帯
○身体障害者手帳、または愛の手帳の交付を受けている方のみの世帯

ケアマネジャーまたは高齢者支援センター等にご相談のうえ、
町田市高齢者等訪問収集事業利用申請書を提出してください。

3R 推進課	対策係　TEL	042-797-7111　FAX	042-797-5325

　年に１回指定収集袋を、一定数量無料配付いたします。なお、申し込みは不要です。

4月 1日現在、市内在住の 70歳以上の方がいる世帯で、かつ、世帯
全員の前年度市・都民税が非課税の世帯。
ただし、以下の方は対象となりません。

○ 4月 2日以降、転出、死亡などの理由により町田市に在住していない方
○4月 2日以降、町田市に転入された方
○前年度の市・都民税の課税状況が確認できない方
○生活保護を受給している方

ご自宅まで直接お届けいたします。
（年度により異なることがあります。）

高齢者福祉課	高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

受取方法

対　　象

申込方法

窓　　口

窓　　口

引越しや遺品整理などで一時的多量に出るごみについて

福祉輸送のご案内
福祉輸送サービス共同配車センター

利用の相談・事前登録、予約のお問い合わせ先

その他の輸送サービス
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　身体などが不自由で通院や外出が思うようにできない方の外出をお手伝いします。単独で
移動が困難な方のための移動の相談、センターへの登録、やまゆり号運行サービス、市民外
出支援サービスの予約を行います。　
　市外に外出される方、ストレッチャーご使用の方等は「やまゆり号運行サービス」がご利
用になれます。市内に外出される方は「市民外出支援サービス」がご利用になれます。サー
ビス利用には、共同配車センターへの事前登録が必要です。

○福祉輸送サービス共同配車センター：町田市社会福祉協議会
　　TEL・FAX	042-727-6361
	運行団体
⃝やまゆり号運行サービス：小田急交通南多摩株式会社（道路運送法第 4条事業）
⃝市民外出支援サービス運行団体：特定非営利活動法人町田ハンディキャブ友の会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉有償運送事業）

市民バス「まちっこ」
　○まちっこ公共施設巡回ルート（町田市役所・市民病院など）
　○まちっこ相原ルート（大地沢青少年センター・市民病院など）
窓　　口 交通事業推進課	推進係　TEL	042-724-4261　FAX	050-3161-6322

地域コミュニティバス
　○玉川学園地区（玉ちゃんバス）北ルート／東ルート／南ルート
　○金森地区（かわせみ号）成瀬駅ルート
窓　　口 交通事業推進課	調整係　TEL	042-724-4260　FAX	050-3161-6322

※まちっこ、玉ちゃんバスは、東京都シルバーパスが利用できます。
※かわせみ号は、「サルビアカード（高齢者乗車証明証）」の提示で、高齢者料金で
乗車できます。内容や申請方法については、窓口へご確認ください。

窓　　口 3R推進課	対策係	TEL	042-797-7111 FAX042-797-5325

　引越しや遺品整理などによって、家庭からごみが多量に発生した場合に、市が許可した事
業者に整理・分別・収集まで一括で依頼できます。事業者への依頼には事前受付が必要です。
多量のごみでお困りの方は、最初に下記窓口までご相談ください。
※詳細は「町田市資源とごみの収集カレンダー」をご覧ください。
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シルバー調髪カード

調髪利用券
　３月１日現在市内にお住まいで、以下の条件に該当する65歳以上の方に、４月
に調髪利用券をお送りします。なお、申し込みは不要です。

高齢者
調髪利用券

高齢者
ホーム出張
調髪利用券

高齢者
在宅訪問
理美容券

窓　　口

対　　象

発　　行

窓　　口

再		発		行

○老齢福祉年金を受給している方
○生活保護を受給している方
○中国残留邦人等支援給付者
【枚数】年間４枚
【自己負担】2,000円程度（店舗によって差があります）

○特別養護老人ホームに住民登録がある方
○�要介護４または５で、住民登録は特別養護老人ホームにないが、
前年12月時点で特別養護老人ホームに入所している方

※�介護保険法第13�条に規定する他の区市町村から入所した被保
険者を除きます。

【枚数】年間４枚
【自己負担】500円程度�(店舗によって差があります）

○介護保険要介護度が４または５の方
【枚数】年間６枚
【自己負担】1,000円程度�(店舗によって差があります）

調髪券を汚損したり、紛失した場合は再発行します。
高齢者福祉課までご連絡ください。

高齢者福祉課	高齢者サービス係 TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

　高齢者調髪協力店にて調髪を希望する方に、シルバー調髪カードを発行します。
このカードを掲示すると各協力店が定めるシルバー調髪料金で調髪できます。

市内にお住まいの 75歳以上の方

高齢者調髪協力店にて直接申し込みいただき、その場でカードを発行
します。

高齢者福祉課	高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180
高齢者調髪協力店
（お近くの高齢者調髪協力店については高齢者福祉課にお問い合わせください。）



　ご自宅にお風呂のない高齢者の方に市内公衆浴場の無料入浴券を支給します。

70歳以上で、ひとり暮らしまたは高齢者世帯（世帯員が 65歳以上）で、
ご自宅にお風呂のない方

本人確認ができる書類をお持ちになって、下記の窓口までお越しくださ
い。申し込みは、入浴券の使用者本人に限ります。
なお、対象要件確認のため、市職員が自宅を訪問し、調査させていただ
きます。

月 10枚または５枚

高齢者福祉課	高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

申込方法

枚　　

窓　　口

市内在住の 65歳以上のひとり暮らし又は高齢者世帯で、失禁により
寝具の清潔が保てず、寝具を干せない方。

利用料の一割負担として、
乾燥消毒　１回あたり 260円（年 6回（4・6・9・12・1・3月））
丸洗い　　１回あたり 360円（年 1回（11月））
※上記料金は2020年度の金額となります。年度ごとに改定があります。
※生活保護受給者の方は負担はありません。
※状況により、実施月の変更を希望される方は、下記までお問い合わせ
ください。

利用開始前に、居宅介護支援事業所の担当ケアマネジャーまたはお住
まいの地域を担当する高齢者支援センターを通して市に申請をし、事
前審査を受けていただきます。

高齢者福祉課	高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

費　　用

申込方法

窓　　口

　ひとり暮らしまたは高齢者世帯で、失禁により寝具の清潔が保てず、寝具を
干せない方を対象に、寝具の乾燥消毒及び丸洗いを行います。
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無料入浴券

寝具乾燥消毒事業



公的住宅の種類とお問い合わせ先について

高齢者の住宅

　下記の基準を満たした、高齢者向け住宅です。
入居の申し込み、問い合わせは各住宅事業者へ。
○基準
　・�専用部分の床面積は原則25㎡以上で、
台所、水洗便所、浴室等の設備を備え
ていること。バリアフリー構造である
こと。（ただし、居間、食堂、台所その
ほかの住宅の部分が高齢者が共同して
利用するため十分な面積を有する場合
は18㎡以上）

　・�ケアの専門家が少なくとも日中建物に
常駐し、状況把握サービスと生活相談
サービスを提供すること。

○参考ホームページ
　「サービス付き高齢者向け住宅情報提供
　システム」（一般社団法人高齢者住宅協会）
　https://www.satsuki-jutaku.jp

　高齢者が暮らしやすいように配慮した住宅に、食事、洗濯・掃除等の家事、健康管理な
どの日常生活を送るうえで必要なサービスが付いています。
　市内には、介護付有料老人ホーム、住宅型有料老人ホームがあります。
　介護付有料老人ホームは、入居者が介護を必要とするときは、施設が提供する介護サー
ビスを受けることになります。要介護度をお持ちでなくても入居できる「混合型」と、要
介護度をお持ちの方のみ入居できる「介護専用型」の2種類に分けられます。
　住宅型有料老人ホームは、入居者が介護を必要とするときは、訪問介護など、外部事業
者の介護サービスを受けることになります。

　入居の申し込み、問い合わせは各施設へ。
　施設一覧は、高齢者福祉課窓口または市ホームページで確認できます。

　低額料金の老人ホームです。A型、B型、ケ
アハウスの３種類があり、入居条件が異なり
ます。
　利用料は、所得に応じた費用負担となります。
　入居の申し込み、問い合わせは各施設へ。
対　象 ○６０歳以上
　　　　　　（夫婦の場合、一方が６０歳以上）
　　　　　○下記条件にあてはまる方
　　　　　　(種類別）

・Ａ型�（食事付）家庭環境や住宅事情等の理
由により、居宅において生活するには
不安が認められる方

・Ｂ型�（食事なし）Ａ型の条件を満たし、か
つ健康で自炊できる方（※市内にB型は
ありません）

・ケアハウス（食事付）Ａ型と同じ

サービス付き高齢者向け住宅

有料老人ホーム

軽費老人ホーム
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○�市営住宅・・・東京都住宅供給公社都営住宅募集センター（市営）TEL�042-713-5094�
○�都営住宅・・・東京都住宅供給公社都営住宅募集センター（都営）TEL�03-3498-8894
○�公社住宅・・・東京都住宅供給公社　公社住宅募集センター� TEL�03-3409-2244
○�UR賃貸住宅（旧公団住宅）・・・ＵＲ�町田営業センター� TEL�042-720-8751

入居の基準、申込時期、申込方法等は、各問い合わせ先にご確認ください。　



住宅バリアフリー化改修工事の助成

固定資産税(家屋)の減額

シルバーピア
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　住宅に困っている高齢者の方々の居住の安定を図るため、高齢者の方に配慮され
た構造と設備を備えた集合住宅を提供しています。
　入居者の募集は随時「広報まちだ」、およびホームページにてお知らせします。
申込資格 （以下の要件を全て満たす方）
� （１）６５歳以上であること
� （２）町田市内に継続して３年以上居住していること
� （３）常時介護を必要としない程度に自立した生活が可能であること
� （４）配偶者がいないこと、かつ単身で居住していること(単身者向の場合）
� （５）所得が定められた基準内であること
� （６）住宅に困っていること
� （７）暴力団員でないこと
窓　　口 シルバーピア（シルバーピアもりの・あいはら以外）について
� 　��東京都住宅供給公社都営住宅募集センター(市営)TEL�042-713-5094�
	 	 　		東京都住宅供給公社都営住宅募集センター(都営)TEL�03-3498-8894
	 	 　		ホームページ　https://www.to-kousya.or.jp

	 	 　シルバーピアもりの・あいはらについて
	 	 　　高齢者福祉課	高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3161-6180

　バリアフリー化を目的とした住宅改修に対する助成を行っています。
　　※�介護保険課および障がい福祉課で行っている住宅改修助成制度の対象となる場合、

利用できません。
窓　　口 住宅課	TEL	042-724-4269　	FAX	050-3161-6109

　住宅のバリアフリー改修を促進するため、一定のバリアフリー改修を行った住宅
に対する固定資産税の減額制度です。
　改修工事の完了後３か月以内にご申告ください。申告方法の詳細については、以
下の窓口へお問い合わせください。
対　　象 　�新築された日から10年以上を経過した住宅（賃貸住宅を除く）で、

65歳以上の方、要介護認定又は要支援認定を受けている方、障がい
のある方で障害者手帳等をお持ちの方が居住し、バリアフリー改修工
事を行ったもの(補助金額等を除く工事費用が50万円を超えた場合）

内　　容 　�１戸当たり床面積100㎡相当分を上限として、固定資産税額の３分
の１を減額。（減額は家屋のみです。土地の減額はありません。）

減額期間 改修工事が完了した年の翌１年度分

窓　　口 資産税課　家屋係　TEL	042-724-2118　FAX	050-3085-6094



　要介護４または５で住民税非課税世帯の在宅でお住まいの場合に、紙おむつ・尿
取りパッドを年４回支給します。

下記の条件を全て満たす方
・介護保険における要介護状態区分４または５の認定を受けている方
・市民税非課税世帯の方
・65歳以上の方で・市内に住所を有し、在宅で生活している方
（一時入院も含みます）
無料

高齢者福祉課		高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

費　　用
申込方法

窓　　口

　要介護１以上でひとり暮らしまたは高齢者世帯の方が、住みなれた地域で自立し
た生活が継続できるよう、事業者が見守りを兼ねてお食事を配達します。

市内在住の65歳以上のひとり暮らしまたは高齢者世帯で、要介護認定１～５をお持ちの方

1食あたり 550円～ 650円
※上記金額は2020年度の金額となります。年度ごとに改定があります。
※金額は事業者により異なります。

高齢者福祉課		高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

費　　用

窓　　口

申込方法 居宅介護支援事業所の担当ケアマネジャーまたはお住まいの地域を
担当する高齢者支援センターを通して市に申請をし、事前審査を受け
ていただきます。

居宅介護支援事業所の担当ケアマネジャーまたはお住まいの地域を担
当する高齢者支援センターを通して市に申請をし、事前審査を受けて
いただきます。また、市にご本人やご家族から直接お申込みもできます。
詳細は下記窓口までお問い合わせください。

自立支援・配食ネットワーク事業

紙おむつ支給事業

　町田市では、トイレを一般の方へ開放していただける店
舗等を「公共トイレ協力店」と認定しています。公共トイ
レ協力店には、ステッカーが貼ってあります。公共トイレ
協力店の店舗情報は、町田市ホームページをご覧ください。
トイレをご利用の際は、マナーを守り、次の方も気持ちよ
く利用できるよう、ご協力をお願いします。
窓　　口 環境保全課		生活環境係
　　　　　　	TEL	042-724-2711　FAX	050-3160-5478

～まちでトイレに困ったら～公共トイレ協力店をご利用ください

20



　要介護４または̑で住民税非課税ੈଳのࡏでお住まいの場合に、ࢴおΉͭ・
取りパουを年４ճࢧ給します。

下記の݅をશて満たす方
・介護保険にお͚る要介護ঢ়ଶ۠分４または̑の認定を受͚ている方
・市民税非課税ੈଳの方
・�5 歳以上の方で・市内に住所を༗し、ࡏで生活している方

（Ұ時入院もؚみます）
ແ料

高齢者福祉課		高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

費　　用
申込方法

窓　　口

　要介護１以上でͻとり暮らしまたはੈऀྸߴଳの方が、住みなれた地Ҭでཱࣗし
た生活がܧଓできるよ͏、ऀۀࣄがݟकりを݉Ͷてお৯ࣄをୡします。

市内ࡏ住の �5 歳以上のͻとり暮らしまたはੈऀྸߴଳで、要介護認定１～̑をお持ちの方

1 ৯あたり 550 円～ �50円
※上記金額は 2020年度の金額となります。年度͝とにվ定があります。
※金額はऀۀࣄにより異なります。

高齢者福祉課		高齢者サービス係　TEL	042-724-2141　FAX	050-3101-6180

対　　象

費　　用

窓　　口

申込方法 所の୲έΞマωδϟーまたはお住まいの地Ҭをۀࣄԉࢧ介護ډ
୲するࢧऀྸߴԉセンターを通して市に申をし、ࣄ前৹ࠪを受͚
ていただきます。

所の୲έΞマωδϟーまたはお住まいの地Ҭを୲ۀࣄԉࢧ介護ډ
するࢧऀྸߴԉセンターを通して市に申をし、ࣄ前৹ࠪを受͚て
いただきます。また、市に͝本人͝Ոから直接お申込みもできます。
。は下記窓口までお問い合わせくださいࡉৄ

　お申し込みにより都内民営バス、都バス、都営地下鉄、都電、日暮里・舎人ライナーが利用で
きる東京都シルバーパスを発行します。発行には費用がかかります。（都外ではご利用できません）
※シルバーパスの有ޮ期限はߪ入日に関わらͣ、発ޮ日から 9月 30日までです。

満 70 歳以上の都民の方（ただし、寝たきりの方は除きます。）
満 70 歳になる月の１日から申し込み可能です。
20,510 円または 1,000 円

20510 ԁの方（4月～ 9月に発行した場合は 10255 ԁとなります。）
○住民税が「課税」で前年の合計所得金額※1 ※2

※2

※2

が 135 万円　を超える方
【必要書類】
　①本人確認書類（保険証又は運転免許証）
1000 ԁの方
○住民税が「非課税」の方
○住民税が「課税」で、前年の合計所得金額※1が135 万円　以下の方

【必要書類】
　①本人確認書類（保険証・運転免許証など）
　②住民税が非課税、または課税であっても合計所得金額※1が135 万円 以下であること

が確認できる書類
（介護保険料納入決定通知書・住民税非課税 / 課税証明書・生活保護受給証明書）

対　　象

費　　用

上記の必要書類（①または①と②）と費用をお持ちになって、
神奈川中央交通のシルバーパス取扱窓口にて直接申し込みください。

申込方法

一般社団法人東京バス協会
TEL	03-5308-6950（シルバーパス専用電話）
月～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前 9 時～午後 5 時

窓　　口

１ɽ町田Ӻ前サービスセンター
バスセンター 10 番乗り場後
ろエスカレーター奥

̏ɽ町田営業所
町田バスセンター・鶴川駅発
野津田車庫行きバス終点で下車

バスセンター

10 番乗り場西友
パリオ

至八王子

マルイ

JR 町田駅

̎ɽターミφルサービスセンター
JR 町田駅ターミナル口から
徒歩 5 分

中央図書館

バスターミナル

市民広場ミーナ

至横浜
JR 町田駅

※最寄出口
JR 町田駅

ターミナル口

至淵野辺 「野津田車庫」

芝溝街道 至鶴川

卍
華
厳
院

TEL	042-728-4081 TEL	042-722-2921 TEL	042-735-5970

※1 不動産譲渡所得に係る特別控除の適用がある場合は、合計所得金額から特別控除額を控除して得
　　た額となります。この場合は必要書類が異なる場合がありますので下記までお問い合わせ下さい。
※2 令和３年度住民税等の賦課決定が行われるまでの期間（令和３年４～６月頃）は、令和２年度の
　　書類を代用できます。その場合は、令和元年の合計所得金額125万円。

東京都シルバーパス
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交	通	安	全
　加齢に伴って、反射神経や視力などの身体的機能、注意力や判断力などの認知機
能が徐々に低下するため、危険をとっさに回避するなどの、交通事故を防ぐための
緊急行動をとりにくくなります。これまで以上に交通安全を意識しましょう！

		歩行時の注意事項
●安全のため、遠回りでも横断歩道を渡りましょう。
● �青信号でも、周囲の安全を確認しましょう。車が来た場合
は、ドライバーと目を合せ、確認してから渡りましょう。

● �夕方や夜間は、ドライバーからよく見えるよう、明るく目
立つ服を来て、反射材を身に付けましょう。

		運転時の注意事項
● �運転中は、道路脇から人や自転車が飛び出してくる「かも
しれない」という意識を持ちましょう。

● �アクセルとブレーキの踏み間違えを防止するため、エンジン
をかける前にペダルを交互に踏んで、位置を確認しましょう。

● �遅くまで飲酒をした場合は、翌日までアルコールが残って
いる可能性があります。飲酒をした翌日の午前中は運転を
避けるなどして、飲酒運転をなくしましょう。

【運転時認知障がい早期発見チェックリスト】
□　何度も行っている場所への道順がすぐに思い出せないことがある。
□　車のキーや免許証等を探し回ることがある。
□　道路標識の意味が思い出せないことがある。
□　アクセルとブレーキを踏み間違えることがある。
　※特定非営利活動法人高齢者安全運転支援研究会が作成した「運転時認知障害早期発見チェックリスト３０」から抜粋

● �運転時認知障がい早期発見チェックリストを活用し、自身の運転について、見
直してみましょう。また、運転に自信が無くなったり、家族から心配されたり
したら、免許証の自主返納を検討しましょう。

　（運転免許証自主返納の受付場所）
　都内の運転免許試験場（平日8:30～16:00　日曜8:30～12:00、13:00～16:00）
　都内の免許更新センター（平日のみ8:30～17:15）
　都内の警察署（平日のみ8:30～17:15）
　※詳細は、警視庁ホームページ又は最寄りの警察署へお問合せください。

窓　　口 市民生活安全課　TEL	042-724-4003　FAX	050-3160-8039

3 防災・防犯・
安心安全
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　高齢者等を狙った特殊詐欺が多発しています。
　犯人は常に新しい手口を考案して、お金をだまし取ろうとします。

��ொాࢢൃੜのٗ手口ですʂ
①�家族を名乗る者から、「書類を失くした」「会社のお金を使い込んだ」と電話があ
り、「今すぐお金を用意してほしい」と頼まれた。

②�警察官を名乗る者から、電話で「カードが不正に使用されている」「カードの交
換が必要」「職員が手続きのため伺う」と言われた。

③�市役所職員を名乗る者から、電話で「（保険料等の）還付金がある」「本日中に手
続きすればお金が戻る」「ＡＴＭで手続きできる」と言われた。

④�メール（はがき）で、「未納料金請求」「すぐに窓口まで連絡ください」「法的な
手続きに移行する」という内容が送られてきた。

ʂʂࡦのରٗ��
● �在宅中でも、常に留守番電話に設定し、電話の相手が分かってから電話に出ましょう。

●迷惑防止機能付電話機を設置し、詐欺電話を防止しましょう。

●少しでもおかしいと感じたら、すぐに１１０番通報してください。

窓　　口 ��������������શ՝　5&-���������������'"9҆׆ຽੜࢢ

キーワード キーワードキーワード キーワード

町田市役所 ・ 町田警察署【042-722-0110】 ・ 南大沢警察署【042-653-0110】

特殊詐欺撃退！！☆簡単診断シート☆
その相手、
誰ですか？

家族
親族 市役所市役所

警察
銀行職員

など

メール
はがき

など

その相手、こんなこと言っていませんか？

（友人、会社の人等が）
お金を取りに行くから
渡してほしい

ATM でで
手続きが出来る

自宅にカードを
取りに行く

法的な手続き（民事訴訟
等）に移行します

・携帯電話・鞄をなくした
・会社の金を使い込んだ
・住所を間違えて荷物を　
　送ってしまった
・すぐにお金が必要　など

・（保険料等の）還付金がある
・申請書を送付した
・本日中に手続きをすれば間
　に合う　など

・あなたのキャッシュカード
　は偽造されている
・カードの変更が必要
・暗証番号を教えて欲しい　

など

・未納料金請求に関するメー
ル(はがき)が送られてきた

・すぐに(お客様窓口等まで)
ご連絡ください　など

詐欺
110番通報してください！！今すぐ

です！！これは、

　　൜



　火災や地震から命を守り、日常生活での事故を防ぐために対策をとりましょう！

		火災を起こさないために
たばこ 寝たばこはしない

灰皿に吸殻をためない

ストーブ 洗濯物など燃えやすいものを近くに置かない
説明書をよく読んで正しく使う

こんろ コンロのまわりは、いつもきれいに
調理中はコンロのそばを離れないように

コンセント
電気配線

コンセントはこまめに掃除する
たこ足配線はやめる

家電製品 古くなり、不良個所のある家電製品を使うのをやめる
仏壇など ろうそく、線香をつけたままその場を離れない

		地震への備えと対策

地震に備えて

寝る場所の近くに家具を置かない
家具類の転倒・落下・移動防止をする
食料と水を多めに買っておく（循環型備蓄も有効）
（できれば７日分、最低でも３日分の食料と水）
手助けをお願いできる人を確保する（近所の方とのコミュニケーション）

もし地震が
起きたら

丈夫な机の下にかくれるなどして、自分の身をまもる
落ちついて火の元確認し、初期消火をする
地域の方と助け合う共助が重要

		日常生活における事故防止
転倒や
つまづき

家の中の段差をなくす
滑りやすい敷物は置かない
転倒の原因となる電気コードなどを整理する

入浴中の
注意点

体調の悪い時や飲酒後の入浴は避ける
入浴の前後に水分補給をする

窓　　口 防災課　TEL	042-724-3218　FAX	050-3085-6519

　高齢者や障がい者の方など、災害
時に支援が必要な方のお宅を消防職
員が訪問します。
　台所や居室内を拝見し、防火防災
上危険な個所に対して、アドバイス
をします。
窓　　口 町田消防署　TEL	042-794-0119　FAX	042-794-0140

住まいの防火防災診断
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家庭における主な防火防災対策



救急通報システム

火災予防機器等給付事業

慢性疾患の発作等により、日常生活を営むうえで常時注意を要する状態の方に対し、
専用の通報機器を貸与し、在宅生活の安全を確保します。

65歳以上のひとり暮らしまたは高齢者世帯（日中に高齢者だけにな
る方を含む）で、慢性疾患等をお持ちの方

市都民税が課税の方は、新規設置時に初期費用を納付していただきます。
市都民税が非課税の方はご負担はありません。

利用開始前に、高齢者支援センターを通して
市に申請をし、事前審査を受けていただきます。

お住まいの地域を担当する高齢者支援センター（P.6 ～ 7 参照）
高齢者福祉課 高齢者サービス係　TEL 042-724-2141　FAX 050-3101-6180

対　　象

費　　用

申込方法

窓　　口

　心身機能の低下や居住環境等から防火の配慮が必要な方に対し、火災予防機器等
（火災警報器・電磁調理器）の購入費用を助成します。

65歳以上のひとり暮らしまたは高齢者世帯（日中に高齢者だけになる方
を含む）で、心身機能の低下や居住環境等により、防火の配慮が必要な方

市都民税が課税の方：限度額以内の１割および市で定める限度額を超える分を負担
市都民税が非課税の方：市で定める限度額を超える分のみ負担

利用開始前に、高齢者支援センターを通して市に申請をし、事前審査
を受けていただきます。

6.P（ータンセ援支者齢高るす当担を域地のいま住お ～ 7 参照）
高齢者福祉課 高齢者サービス係　TEL 042-724-2141　FAX 050-3101-6180

対　　象

費　　用

申込方法

窓　　口
2 724 2141　FAX 050 3101 6180
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救急通報システム救急通報システム救急通報システム

火災予防機器等給付事業火災予防機器等給付事業火災予防機器等給付事業火災予防機器等給付事業火災予防機器等給付事業



「自分だけはだまされない！」なんて思っていませんか？
悪質商法は年々複雑多様化しています。

訪問ൢച

通৴ൢച

訪問ൢച・電話ק༠ൢചなどの契約ղ除には、「クーリンά・Φフ」制度を利用しましΐう。

消費生活センター (1.10 参照 ) TEL	042-722-0001
消費者ホットライン 881）しな൪ہ（LET
高齢者被害 110൪ TEL	03-3235-3366
高齢消費者見守りホッとライン TEL	03-3235-1334

窓　　口

判断能力に不安がある高齢者、障がい者などの方々の財産管理や契約を補助したり、
代理となることによって、安心して生活できるように支援する制度です。

自らの判断能力が十分なうちに将来に備えたい方が、援助者（任意後
見人）を決め、支援して欲しいことを公証役場で契約します。

本人がすでに判断能力に不安がある場合、本人・配偶者・四親等内の親族
等から家庭裁判所へ申立てをし、援助者（後見人等）を選んでもらいます。
判断能力の程度に応じて「補助」「保佐」「後見」の 3つに分けられます。

お住まいの地域を担当する高齢者支援センター （1. 6 ～7参照）
ひかり療ҭԂ（障がいのある方）　TEL	042-794-0733　FAX	042-794-0772
町田市社会福祉協議会	福祉サポートまちだ　TEL	042-720-9461　FAX	042-725-1284
町田公証役場（意後見制度） 　TEL	042-722-4695　FAX	042-722-5693

意後見制度

法定後見制度

窓　　口

｢お宅の屋根がずれている」「傷んだ雨どいが火災保険で無料で直
せる」などと言って訪問されても本当かどうかわかりません。一人
で判断せず、相談を！
トイレの詰まり・鍵が開かないなどの急なトラブルに「レスキュー
サービス」を依頼し高額な請求！！支払わずに交渉！相談を！

インターネット通販でサプリメントお試し価格100円でも「3回の
購入が条件」「総額数万円！」「途中解約不可！」のことも！条件
をよく読んで！！
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消費者被害

成年後見制度



　高齢者の氏名、住所、緊急連絡先などの情報を、担当する地区の高齢者支援センタ
ーが登録・管理し、万が一外出先で倒れたりして、救急搬送された際に住所・氏名・
緊急連絡先などの確認を迅速に行えるようにするものです。
　搬送先の病院や保護をした警察などキーホルダーを見た方が、高齢者支援センター
へ問い合わせ、登録してある緊急連絡先などと連絡をとることができます。

おおむね 65歳以上の方

200円

お住まいの地域を担当する
高齢者支援センター（1.6 ～ 7参照）
高齢者福祉課	地域支援係　TEL	042-724-2140　FAX	050-3101-6180

対　　象
費　　用

窓　　口 担当の高齢者支援センター
の連絡先が記載されます。

本人を確認するための番号
が記載されます。

　認知症の高齢者が行方不明になった場合に、GPS（全地球測位システム）による
位置情報端末機器を活用し、現在位置情報を家族等へ知らせることで、高齢者の安
全を確保し、家族等の精神的・経済的負担の軽減を図ります。下記対象を全て満た
す方が該当となります。

○市内に住所を有するおおむね 65歳以上の在宅生活者
○認知症等の症状がある方
※入院中や介護保険施設等入所の方及び心臓ペースメーカー等医療用
電気機器使用者は対象外

400円／月（定額）（税別）
※ただし、生活保護世帯は無料、電話通話料等は利用者の負担。

お住まいの地域を担当する高齢者支援センター（1.6 ～ 7参照）
高齢者福祉課	地域支援係　TEL	042-724-2140　FAX	050-3101-6180

対　　象

費　　用

窓　　口

町田市では、高齢者の変化に早めに気づき必要な支援を行うため、町
内会・自治会、サークルなどの地域団体や高齢者支援センター等の関係
機関によるネットワークを構築しています。また、市内で活動する事業者
が市へ登録し、協力事業者として見守りに関する連携を図っています。
協力事業者へは、見守り支援シールとミニのぼり旗を配布しています。

～変わりはありませんか～見守り支援ネットワーク
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認知症等による行方不明高齢者探索サービス

高齢者あんしんキーホルダー



पғのʰ気づきʱが虐待を防止しਂࠁ化を防͙ことができます。

高齢者支援センター・あんしん相談室（1. 6 ～7参照）
　　　に、相談や連絡をしてください。

高齢者の「サイン」や心配な様子、
　　　　　　　　異変を感じたら… お近くの

○体にあざや傷、火傷などが見られる。
○怒鳴り声や悲鳴、物が投げられる音が聞こえる。
○お金が取られる、暴力を受けるなどの訴えがある。
○庭や家の周辺にゴミが散乱している。
○天候が悪くても長時間１人で外にいたり、徘徊している。

認知症等による行方不明高齢者の情報提供依頼
　町田市在住の高齢者が認知症等の症状により行方不明になった場合、ご家族から
の依頼により、関係機関へ情報提供依頼を行うことができます。

情報提供依頼手段
・関係機関へのFAX
　�地域包括支援センター（高齢者支援センター及び医療と介護の連携支援センター）、
あんしん相談室、新聞販売店、タクシー会社、郵便局、電鉄会社、宅配業者

・エフエムさがみでの放送
・防災行政無線の放送及びメール、LINE配信

依頼時の注意点
・協力を依頼できるのは行方不明者のご家族となります。
・警察への連絡が必要となります。
・氏名や町名を公開するため、個人情報公開に同意していただく必要があります。
・�行方不明となってから数日経過している場合や認知症等に起因しない場合、依頼
をお受けできないことがあります。

依	頼	先

平日午前8時30分～午後5時 高齢者福祉課�地域支援係
TEL�042-724-2140

上記以外 行方不明高齢者捜索依頼窓口
TEL�03-5305-3683

窓　　口 高齢者福祉課	地域支援係	TEL	042-724-2140　FAX	050-3101-6180

知ってください！ 高齢者虐待 のこと…
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認知症の人と家族が安心して暮らせるために

29

認知症カフェ『Dカフェ』

　町田市では、認知症の人やその家
族と地域のつながりの場である、認
知症カフェ『Dカフェ』を開催して
います。認知症の方やその家族、支
援者、地域住民などが気軽に集まっ
て、情報交換や交流を行っています。

認知症に関する相談等

　医師によるもの忘れ相談や、臨床心理士等による介護者等相談を各高齢者支
援センターで開催しています。また、介護サービスの利用や専門医療機関の受
診につながっていない方やその家族に対して、専門チームで支援します。

認知症サポーター

　認知症についての正しい知識と理
解を身に付けた人のことです。家族
や友人に知識を伝え、認知症になっ
た人や家族の気持ちを理解し、でき
る範囲での手助けをします。
　講座を受講することで認知症サポ
ーターになることができます。
　　　

家族介護者教室・交流会

家族介護者教室
　在宅で介護されている方を対象に、
介護方法などを学ぶための教室を開
催しています。
家族介護者交流会
　家族介護者同士が情報交換を通し
て、お互いに抱える不安を解消する
などの交流会を開催しています。

認知症についての知識やサービスに関する情報を得たい方に・・・

認知症の人や家族が情報交換や交流をしたい時に・・・

問	合	せ 高齢者支援センター・あんしん相談室（p.6~7参照）
　　　　　　	高齢者福祉課	地域支援係	TEL	042-724-2140　FAX	050-3101-6180

『知って安心認知症』

　認知症になっても住み慣れた地域
で安心して生活できるよう、認知症
についてわかりやすく説明し、認知
症になったときに利用できるサービ
スを紹介したパンフレットです。
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・ԣઢ ๏େֶ行きόス、ށຊӺからେڮ
Լं「市ຽセンターલࡖ」

;Ε͍͋ؗࡩ（小ࢁ田）
Լ小ాࢁொ ����　;れ͋いؗࡩ �֊
5&- ������������
< ަ通 >ொాόスセンターから
・市ཱࣨϓール行きόス「ඌࠜಓ入ޱ」Լं̐
・小ࡩాࢁ行きόス「ࡩඒྛֶԂ」Լं �

;Ε͍͋ͬؗ͘͜（町田）
ொాݪ ������ ձؗࢱ߁݈ �֊
5&- ������������
< ަ通 >小ా急ઢ ொాӺからెา ��

;Ε͍͋ （ؗ高齢者福祉ηϯλー）
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4 生きが͍ͮ͘Γ・
間ͮ͘Γ・ࣾձࢀՃ



　市には̒つの;れ͋いؗ（高齢者ࢱセンター）が͋ります。付きのେ
間やஊ話ࣨなどが͋り、Վやགྷりを通しての݈ͮ͘߁りや、झຯ、ָޘ、ֶश及び
。いのとしてར༻されていますܜ

市、または૬模ݪ市にお住まいで、ࣗの͜とはࣗでできる
ຬ Ҏ上の方ࡀ��

;れ͋いؗの͝ར༻にはར༻݊が必要です。
ར༻݊の࡞は֤;れ͋いؗで行っています。
緊急連བྷઌを͝༻ҙの上、保険ূやӡస໔ূڐなどのຊ人確認ॻྨを
おͪ࣋になってد࠷の;れ͋いؗへ直接おӽしͩ͘さい。

લޕ �時～ਖ਼ޕ　ޕ後１時～ޕ後̐時

ແ料（一෦有料のものが͋ります）

ҎԼのサービスを͝ར༻になれます。։࠵日時、時間などৄࡉにつき
ましては֤;れ͋いؗへ直接お問い合わせͩ͘さい。

対　　象

利用ํ๏

利用時間

利 用 ྉ

サービス

ビリϠーυ
図ॻίーナー

スΧイΣル
ヘルスτϩン
Ϛοサージث۩

ࣨڭཆڭ
生けՖ・ۛࢻ
ਫը・ಓ
ຽག・ࣾަμンス
ॻಓなど

ғޟ
কع

˞ར༻時間、サービスについてはมߋする可能ੑが͋ります。
。につきましては֤;れ͋いؗへ直接お問い合わせͩ͘さいࡉৄ　
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　࣮り͋る老後を送るため、地域の高齢者がࣗ主的につ͘った
ஂମです。

おおΉね Ҏ上の方ࡀ��

町田市老人Ϋϥϒ࿈߹ձ（ ������　わ͘わ͘ϓϥβொా）
　TEL・FAX 042-725-4613
高齢者福祉課 高齢者サービス係
　TEL 042-724-2141　FAX 050-3101-6180

対　　象
窓　　口

˓生きがいを高める活ಈ…ڭ養࠲ߨ・จԽ活ಈ等
ਐのための活ಈ…ήーτϘール・ྠ͛・ମૢ等૿߁݈˓
˓ࣾձไ活ಈ…ਗ਼活ಈ・ݯࢿ回ऩ・通ֶ࿏ضৼり等
˓༑Ѫ活ಈ…ձ員同࢜の૬ޓみまもり活ಈ等

　Ҏ上の �つの活ಈを中心に෯͘活ಈしています。
また、֤老人Ϋϥϒをूした組৫として老人Ϋϥϒ連合ձ
が͋ります。
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γルόー人ࡐηϯλー

老人Ϋϥϒ

γルόー人ࡐηϯλーʹొͯ͠、ಇ͍ͯΈ·ͤΜ͔ʁ
・ご自身の経験や知識をいかして、社会貢献したいと思っている方。
・定年後も空いている時間で働きたい方。
・講習を受講して新たなことにチャレンジしたい方。

　　༰ 　�ご自身の体力、能力に応じて希望する仕事を登録していただくと、就業の機
会を提供しています。

�� �毎月、入会説明会を開催しています。入会説明会のくわしい日程は͓ܰؾʹ
お問い合わせください。ホームページからもご覧いただけます。

৬　　छ 　�屋内外清掃／草取り／植木の剪定／襖・障子・網戸の張替え／簡単な大工仕
事／刃物研ぎ／換気扇・エアコン洗浄／家事のお手伝い／着物の着付け／保
育補助／封入作業／配布／毛筆筆耕／一般事務／データ入力／ホームページ
作成／受付／駐車場・駐輪場管理…など

対　　象 �市内にお住まいの６０歳以上で、働く意欲がある元気な方ならどなたでも入会
の資格があります。�ただし、センターとの間に雇用関係は結ばれません。

お仕事依頼してみませんか？ 家庭のしごとお手伝いします！

窓　　口 　�ެ ӹࣾஂ๏人 町田市γルόー人ࡐηϯλー
� 所在地�森野1-1-15�わくわくプラザ町田内

TEL 042-723-2147　FAX 042-724-0407
� ホームぺージ�https://webc.sjc.ne.jp/machida

Ոఉの͓ࣄを、γルόー人ࡐηϯλーձһがݧܦٕज़を生
͔͓ͯ͠ख͍͠·͢ɻͲͳͨで͓ܰؾʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞
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市の施設利用のׂҾ

町田市介護人ࡐόϯΫ

ήーτϘール

͜とͿきେֶ 生ֶ֔शϘϥϯςΟΞόϯΫ

;Ε͍͋サϩϯ

65 歳以上の市民の方は、以下の施設利用が割引されます。
施　設　名 料　金 窓　口

総合体育館 100 円
スポーツ振興課
TEL�042-724-4036室内プール 150 円中学校温水プール

サン町田旭体育館 100 円 公園緑地課
TEL�042-724-4399陸上競技場

国際版画美術館
（休館日を除く）

毎月第 4水曜日はシルバーデー
（有料企画展開催中の観覧無料）

国際版画美術館
TEL�042-726-2771

※ �2021 年 4 月時点での情報で作成しています。最新の情報については、担当窓口または、施設に直接お問
い合わせください。

ΞΫςΟϒγχΞが市の介護施設で活༂͍ͯ͠·͢ʂ
町田市介護人材バンクでは、市内の介護施設での就労を支援しています。
○身近な地域で社会貢献。介護の知識や経験がなくても大丈夫です。
○清掃・ベッドメイキング・配膳・趣味活動のお手伝い等のお仕事です。

窓　　口 町田市介護人ࡐόϯΫ
原町田3-14-1�ASビル原町田203号
TEL 042-860-6480　FAX 042-860-6481　　　　　

　健康づくり、仲間づくりにぴったりのス
ポーツでルールも簡単です。お一人でも参
加可能ですので、窓口までお気軽にご連絡
ください。
ࣄ　ߦ 　�各種大会、初心者教室、審判員資格

認定講習会等を開催しています。
窓　口 町田市ήーτϘールڠձ

 TEL・FAX 042-722-2253
� 原町田4-24-6　せりがや会館内

高齢者福祉課 高齢者サービス係
 TEL 042-724-2141
 FAX 050-3101-6180

　「楽しく学んで豊かに生きる」をモット
ーに、高齢者の学習と交流の場として開設
しています。調べ学習コース・音楽コース
など６コースを企画しています。
　募集については、毎年３月頃と7月頃「広
報まちだ」にてお知らせします。
対　象 　60歳以上の町田市民の方

　市内各地域に、地域住民の方を中心に仲間
づくりやおしゃべりを目的とした「ふれあい
サロン」を開催しています。
　詳細は窓口までお問い合わせください。

窓　口 町田市ࣾձ福祉ٞڠձ
（原町田4-9-8　
町田市民フォーラム4階）
TEL 042-722-48�8

　市民同士の学びを深めるために、様々な知識、
経験、特技などを持った生涯学習ボランティア
と、市民の皆さんのサークルやグループによる
学習活動・地域活動との橋渡しをします。
　詳しくは窓口までお問い合わせください。
利用者 ３名以上の市民グループ、
� 町内会・自治会・PTA等
ొ者 　�知識、経験、特技をお持ちの市民

や市内で活動する団体
窓　口 生ֶ֔शηϯλー　　TEL 042-728-0071　 FAX 042-728-0073



͜の੍では、みなさまが住みなれた地域でࣾձ活ಈ等にࢀՃする͜とで、ࣗらの
でらせる͜とを的としています。੍ؾݩしながら、いつまでもお࣋をҡ߁݈
にొされている介護保険施設等でϘϥンςΟアをすると、いきいきϙインτखாに
スタンϓがԡされ、࣍に݊等にަできます。（�間で࠷高 ���� ԁの
とަできます。）

ொా市在住の Ҏ上の方ࡀ��

　ᶃ੍にొされている介護保険施設や保ҭԂ、োがいࢱ施設、ֶಐΫϥϒなどでの活ಈ

　ᶄொా市や高齢者支援センターからґཔする介護༧サϙーター活ಈ

　ᶅ;れ͋いサϩン˞のӡӦ活ಈ 	˞ࣾձٞڠࢱձにొするものに限ります

　ᶆ老人Ϋϥϒのࣾձไ活ಈ	老人Ϋϥϒ連合ձにՃ入しているΫϥϒに限ります

　ᶇまͪͩۙޓ所ΫϥϒのӡӦ活ಈ	Ϋϥϒのද者の方が対となります


　ϘϥンςΟアは、いつでも୭にでもでき
る活ಈです。ࣗを生かし、ଞからֶび、
共に๛かな住みよいࣾձを࡞るためにੵۃ
的にࢀՃする活ಈです。ࠓまでやった事の
ない方でもେৎです。
　͝૬ஊͩ͘さい。

町田ϘϥϯςΟΞηϯλー
TEL 042-725-4465
FAX 042-723-4281

町田市ࣾձ福祉ٞڠձ
TEL 042-722-48�8
FAX 042-723-4281

対　　象
活ಈ༰

าのࢄ
付きఴい

Ֆஃの
ख入れ

ֶश補助
どもの༡び૬खࢠ

ੲ༡びや
ಐགのঝ

झຯを生か
したࢣߨ

ғޟやকع
の૬ख

ྫえ ŋŋŋ 介護༧ී及ൃܒ活ಈ
介護༧ࣨڭ等
のおखい

ମྗଌ定ձの
スタοϑ

市主࠵事業の
झࢫઆ໌

活ಈొのਃ、ݚम等に関するお問い合わせઌ
町田ϘϥϯςΟΞηϯλー　TEL 042-725-4465　FAX 042-723-4281
ொా市ݪொా ����� ொా市ຽϑΥーϥム̐֊
ͦのଞ੍に関するお問い合わせઌ
高齢者福祉課 介護༧係　 TEL 042-724-2146　FAX 050-3101-6180

窓　　口

窓　口 窓　口

ొํ๏
ᶃొ・ݚमडߨ
　ொాϘϥンςΟアセンターでొ
ਃし、ݚमを受ߨ後、いきい
きϙインτखாをަ付します。

ᶄ活ಈ
介された施設など

で活ಈ後、खாにスタ
ンϓがԡされます。

ᶅަ
スタンϓ数に応じて

݊等にަできま
す。

　ϘϥンςΟア活ಈや地域のࢱ活ಈは、
ࣾձٞڠࢱձձඅやد付ۚをݯࡒとし、
市ຽのみなさまのࢀՃをいたͩきながら、ਪ
ਐしています。ࣾ ձٞڠࢱձのձ員になっ
て、ࢱのまͪͮ り͘にࢀՃしませΜか。
　ৄし͘は、お問い合わせͩ͘さい。

ϘϥϯςΟΞʹ͝ࢀՃをʜ ࣾձ福祉ٞڠձのձһʹʜ
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͍き͍きϙイϯτ੍



　高齢者の中症について
˓ॵさに対するମԹௐઅ機能がԼするため、ମにがたまりやす͘、
　ମへのෛ୲がେき͘なっています。

˓ॵさやのどのׇきにͮؾきに͘͘なっています。

˓同じମॏでも、ମਫྔはݮ少しているとݴわれています。また、
　ମの老ഇを排ग़するのにた͘さΜのを必要とします。

˓のどがׇかな͘ても͜まめにਫ補څをしましΐう。夜中のτイϨ
　が໘でも৸るલにਫ補څを。をかいたときには、Ԙも一ॹ
　にઁりましΐう。

˓ॵい日はແ理をせͣ、ෆ要な֎ग़は߇えましΐう。日ӄをར༻する
　などྋしい所でదٓܜٳしましΐう。

˓通ੑؾのྑいをબび、ࢠや日ࡿで直ࣹ日ޫを͗ましΐう。

˓ແ理なઅిはせͣ、దにઔ෩機やΤアίンを༻しましΐう。Թ
　や࣪を確認しましΐう。

˓日ࠒからదにӡಈして、をかき、ମをॵさに慣れさせましΐう。

˓όϥンスのྑい食事やेなਭをとり、ମௐをえましΐう。࣋
　පの͋る方は、ମௐ管理について、かかりつけ医に૬ஊしておきま
　しΐう。

˓「ࣗはॵさにڧい」「पりにをかけた͘ない」「ੲからの生活
　श慣をมえた͘ない」などとզຫせͣに、ঢ়گに合わせてॊೈに対
　応しましΐう。

中症༧についてのお問い合わせ
健߁ਪਐ課  健߁ਪਐ係 TEL 042-724-4236 FAX 050-3101-4�23

ಛ　　

窓　　口

༧の
ϙイϯτ
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த症ʹؾを͚ͭΑ͏

5 健߁・
介護保険・医療保険



　ொా市に住ຽථが͋り、ࣗ͝・͝Ոのۈઌやֶߍ、人間υοάなどで受
の機ձのない݈（ݕ）を࣮施期間ʹ̍回受けられます。
　අ༻や࣮施医療機関などのৄࡉは、ொా市දి話（5&-������������）及び
ொా市ホームページ（IUUQT���XXX�DJUZ�NBDIJEB�UPLZP�KQ�）で͝Ҋしています。

࣮施医療機関へ直接おਃしࠐみͩ͘さい。
˓人݈߁ࠪ受݊はொా市から送付します。有ޮ期限に受し
　てͩ͘さい。
˓ொా市ࠃຽ݈保険Ҏ֎にՃ入している ��～ �� ࠪ߁の方の݈ࡀ
　については、ࣗ͝がՃ入している医療保険者に͝確認ͩ͘さい。

ਓ݈߁ࠪ

ҙ߲ࣄ
ਃํࠐ๏

対象（齢） 健߲ ͪ࣋ 窓口

�� ～ ࡀ��
ொా市ࠃຽ݈߁保険Ճ入者

問、ମܭଌ、
ମ、݂ѹଌ定、
ࠪݕ、݂ӷࠪݕなど
˞在宅の৸たきりの
方は訪問݈が可能

˓人݈߁ࠪ
　受݊
保険ূ߁݈˓

อݥۚ՝
ཧۀࣄ

5&-�������������
'"9��������������

後期高齢者
医療੍Ճ入者

Ҏ上ࡀ��
生活保護等受څ者

˓人݈߁ࠪ
　受݊

໊ݕ 対象（齢） ༰ݕ

؊Ԍイルスݕ
（̗型・̘型）

Ҏ上でࡀ��
աڈに؊Ԍイルスࠪݕを
受けた͜とがない方

݂ӷࠪݕ
（ࠪݕମ߅7$(、ࠪݕݪ߅#4(）

ңがΜリスΫݕ
（ݕ$#"）

Ҏ上でࡀ��
աڈにңがΜリスΫݕを
受けた͜とがない方

݂ӷࠪݕ
（ヘリίόΫター・ϐϩリ߅ମ、

݂ਗ਼ペϓγϊήン）

େがΜݕ Ҏ上の方ࡀ�� ໔Ӹศજ݂ࠪݕ �日๏

ೕがΜݕ 数齢のঁੑۮҎ上でࡀ�� ϚンϞάϥϑΟ
（ೕΤοΫスઢࠪݕ）

ݕᰍがΜٶࢠ 数齢のঁੑۮҎ上でࡀ�� ๔ࡉ・・ࢹ

͕Μݕ

࣮施医療機関へ直接おਃしࠐみͩ͘さい。ਃํࠐ๏
 ͪ ࣋ϚイナンόーΧーυ等のূ໌ॻ、ূڐ保険ূ、ӡస໔߁݈
健߁ਪਐ課 人保健係　TEL 042-725-5178　FAX 050-3101-4�23窓　　口

ਪਐ՝߁݈
ਓอ݈

5&-�������������
'"9��������������

健߁ࠪ・ݕ
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　一෦ެඅෛ୲にて༧接छが受けられます。

ΠϯϑϧΤϯβऀྸߴ
　ɿ接छをرする Ҏ上のொా市ຽ（期間にࡀ�� �回）
ەٿഏԌऀྸߴ
ɿաڈにഏԌەٿϫΫνンを接छした͜とがな͘、ࠃの定める対
齢のொా市ຽ
˞対齢はมわる͜とが͋ります。����は、���� �݄

　　 ��日時でࡀ��Ҏ上ࡀ���ҎԼの�のഒ数齢の方です。
ࡀ���…ࡀ��・ࡀ��・ࡀ��（ྫ　　　

保健༧課 保健༧係　TEL 042-725-5422　FAX 050-3161-8634

問、Ήしࣃɼࣃप࣬ױなどのࠪ、ྻࣃ・かみ合せ・ࣃのਗ਼などの
ঢ়ࠪݕگ、ᅞԼ機能ධՁ・뱌能ྗධՁと、症ঢ়に合わせたࣃՊ保݈ࢦಋ。

݈日ݱ在 Ҏ上の方ࡀ��

�݄ �日からཌ �݄ ��日まで（ �回のみ）
「高齢者ࣃՊߢޱ機能݈」の࣮施ࣃՊ医院に直接おਃしࠐみͩ͘さい。

���ԁ（生活保護受څ世帯・市ຽ੫ඇ՝੫世帯の方、中ཹࠃ人等
の支援څ付受໌ূڅॻをࢀ࣋の方はແ料）

保健༧課 ࣃՊ保健係　TEL 042-725-5437　FAX 050-3161-8634

対　　象

　　༰

対　　象
ड期間
डํ๏
අ　　用

窓　　口

窓　　口

高齢者ࣃՊ口ߢ機能健

高齢者イϯϑルΤϯβ・高齢者ഏԌەٿ༧छ
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ʹછ症を༧͢るͨΊײ

　高齢者は、一般的に、免疫系の働きが若年者に比べて弱くなっています。その
ため、若年者に比べて感染症にかかりやすい傾向があります。また、持病のある
方も多く、持病によっては、感染症による症状が悪化しやすくなります。
　また、高齢者は、病気にかかっても、症状が出にくいことが特徴です。これに
より、症状が現れたときは、すでに病気が進行していることもあります。
　これらのことから、個人で取り組める感染症対策で重要なことは、以下の２点
です。
ಈを৺が͚る͜とߦછ症の༧ײ ˓　
　˓ ͔ࠒΒの健߁ཧʹΊる͜と

ਖ਼͍͠खのચ͍ํ
●�特に、外出先から帰った後、調理前、食事前、トイレの後、咳やくしゃみを手
で押さえてしまった後は、こまめに手を洗うようにしましょう。

۩ମత
ͳํ๏

①流水でよく手をぬらした後、石けんを手にとります。
②石けんをよく泡立てながら、手のひらを洗います。
③手の甲を伸ばすように洗います。
④指先、爪の間を念入りに洗います。
⑤指の間を洗います。
⑥親指をねじりながら洗います。
⑦手首を洗います。
⑧流水で石けんと汚れを洗い流します。
⑨ペーパータオルでしっかりと水分を拭き取ります。

具体的な感染症の予防方法

高齢者と感染症の関係について
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●�日頃から、自身の体調に気を配り、体調がいつもと違うと感じたときは、早め
に医療機関を受診しましょう。かかりつけ医をもっておくことが大切です。

●�１年に１回、健康診断を受けましょう。症状がなくても病気が進行しているこ
ともあります。検査で感染症が発見されることもあります。

●適度な運動、食事、休息は、健康管理の基本です。

֏Τνέοτ
●�咳エチケットとは、他人に感染させないために、咳やくしゃみをする際に、マ
スクやティッシュ、ハンカチを使って、口と鼻をおさえることです。

●�咳やくしゃみを手で押さえてしまうと、手についた咳やくしゃみの飛沫が、他
のところを触った時に広がってしまうため、感染の要因になってしまうことが
あります。咳エチケットは、それを防ぐために行うものです。

۩ମత
ͳํ๏

□マスクを着用しましょう。
□�マスクがない時は、ティッシュやハンカチで口と鼻を覆いましょう。
□とっさの時は、洋服の袖で口と鼻を覆いましょう。

日頃からの健康管理
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窓　　口 感染症予防についての相談窓口
 保健所保健༧課 ײછ症対ࡦ係
 TEL 042-724-423�　FAX 050-3161-8634



介護༧・ϑϨイル༧

ʮ高齢者ࢧԉηϯλー・͋Μ͠Μ૬ஊࣨʯ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

　町田市内の各地域にある「高齢者支援センター・あんしん相談室」は、高齢者
が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、高齢者の総合的な相談や
支援、必要なサービスの調整を行います。
　介護予防に関するご相談も随時お受けしています。（P.6 ～ 7 参照）
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介護༧とは
　介護予防とは、「介護」が必要な状態になることを「予防」すること、介護が必
要な状態であっても、心身の状態を出来るだけ悪化しないように維持・改善するこ
とです。一般介護予防事業へ参加してご自身の状態を把握し、必要な取組みを実践
していただくことで、高齢者の方が生涯にわたって自立して自分らしくいきいきと
生活していくことをめざしています。

ϑϨイル༧とは
　フレイルとは、高齢期に病気や老
化などによる影響を受けて、心身の
活力（筋力や認知機能など）を含む
生活機能が低下し、将来要介護状態
となる危険性が高い状態で、健康と
要介護状態の間に位置しています。
フレイルの状態になったとしても、
適切な取り組みを行うことにより健
康な状態に戻ることが可能です。

健康寿命

加齢

健康

心
身
・
生
活
・
社
会
的
機
能

ϑϨイル༧のऔΓΈ
　健康な方はフレイルの状態にならないよ
うに注意し、もしフレイルの状態になって
も回復のために適切な取組を行うことが大
切です。
　フレイル予防の取り組みは、栄養・運動・
社会参加、それに口腔の“3プラス1”の視
点が重要な柱となります。「いろいろな食
品をバランスよく食べ、よく体を動かし、
地域や社会との関わりをもつこと」を日頃
から意識していきましょう。
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ۀࣄるͨΊのҰൠ介護༧࣋͢をҡؾݩ͓
　お元気を維持するための一般介護予防事業を各地域で開催しています。各事業の
詳しい内容やお申込み方法等については、広報をご覧いただくか、高齢者支援セン
ター（P.6～7参照）にお問い合わせください。どなたでも、ご参加いただくこと
ができます。

事業名 事業（講座）内容

わくわく仲間づくり
カレッジ講座

仲間づくりと介護予防のための教養講座、ウォーキングをしながら
町田の歴史や草花を学ぶ里山ウォーキングなどを実施します。
※広報まちだで募集します。

デイ銭湯 市内の公衆浴場で、簡単な体操や介護予防を学びながら、入浴を楽
しみ、地域の高齢者間の交流を図ります。

介護予防サポーター
養成講座

介護予防・フレイル予防に関する講座を開催し、自らの介護予防の
知識を深めるとともに、地域で介護予防・フレイル予防の普及・啓
発ができる人材を養成します。

いきいきポイント制度
対象の活動を行うと手帳にスタンプが押され、スタンプ数に応じて
次年度に商品券等に交換できます。（P.34参照）活動希望者は町田ボ
ランティアセンターで申請が必要です。

町トレ
～町田を元気にする
トレーニング～

お住まいの地域で継続的に介護予防・フレイル予防に取り組むため
の週１回、約30分のトレーニングです。
体力のある方から少し自信のない方まで、みんなで一緒に心身機能
の維持・改善を図り、「からだもこころも地域も元気」な町田を目指
します。

健康寿命を延ばそう！
フレイルチェック会

フレイルチェック会では、運動・栄養・口腔・社会参加の面からご
自身の状態を確認し、チェックの後は元気を維持したり、取り戻す
ためのオススメの取り組みについて学べます。

地域ॅ民ओମʹΑるサービス
　地域の助け合いの関係を基盤として、住民が主体となって立ち上げた団体による
サービスです。団体の情報や利用方法については、高齢者支援センター（P.6～7
参照）にお問い合わせください。

事業名 事業（講座）内容

まちだ互近助クラブ
参加者に加齢による変化が訪れたとしても、地域で長く活動するこ
とを目指したクラブです。体操、運動、参加者同士の交流、趣味の
集まり等介護予防に資する活動をしています。

生活支援団体
ちょっとした生活の困りごとへの支援を行う団体です。家事援助、
通院・買い物の付き添い、庭の手入れ、見守り等の支援を行ってい
ます。

　※各クラブ・団体によって利用者の費用負担があります。

窓　　口 　͓ॅ·͍の地域を୲͢る高齢者ࢧԉηϯλー・͋Μ͠Μ૬ஊࣨ
 （Q�6ʙ7ࢀর）
 高齢者福祉課　介護༧係　TEL 042-724-2146　FAX 050-3101-6180



　介護保険੍は、高齢者のཱࣗを支援し、୭もが҆心してらせるࣾձの࣮ݱを
ࢦし、介護や支援が必要になったとき、దなサービスを受けられるよう、ࣾձ
શମで支え合う保険੍です。
　日常生活を送る上で介護や支援が必要になったとき、介護認定ਃをしていたͩ
きます。認定৹ࠪの݁Ռ、要介護１～５の認定を受けた合には介護څ付のサービ
スが、要支援１・２の認定を受けた合には介護༧・日常生活支援૯合事業のサー
ビスが受けられます。

ᶃ われる方ࢥҎ上の方（ୈ１߸ඃ保険者）で介護や支援が必要とࡀ��
ᶄ Ҏ上ࡀ�� ҎԼの方（ୈ２߸ඃ保険者ࡀ�� 
で老ԽがݪҼによるපؾ
（݂管࣬ױ等 ��छྨの特定࣬ප）で介護や支援が必要とࢥわれる方

　介護保険ඃ保険者ূ（ୈ２߸ඃ保険者は݈߁保険ඃ保険者ূのࣸし 


　৽規ਃの方は、ਃから࠷１間です。ߋ৽の方は有ޮ期間ຬྃの日の ��日
લからਃができ、࠷ �間の৽たな有ޮ期間がܾまります。なお、有ޮ期間中
にঢ়ଶの急ม等が͋った合には随時۠มߋਃをする͜とができます。

ਃ  で き る ํ

ਃ　　　所

ਃʹඞཁͳの

認 定 ༗ ޮ 期 間

サービスをड͚る·でのखॱ

認
定
ਃ


৹
ࠪ

定

ج
ຊ
ν

Ϋ

リ
ス
τ

認定ௐࠪ

主࣏医ҙݟॻ

要介護 �
要介護 �
要介護 �
要介護 �
要介護 �

要支援 �
要支援 �

ඇ֘ ඇ֘

֘
事業対者

一ൠ介護༧事業をར༻
（1��～��）

ケアϓϥンの࡞・
サービスのར༻
（1��～��）

ケアϓϥンの࡞・介護༧څ付
ຢは૯合事業のサービスをར༻
（1��～��及び1��～��）

　介護保険՝、֤市ຽセンター、お住まいの地域を୲する高齢者支援センタ
ー・͋ΜしΜ૬ஊࣨï1� （রࢀ̓～̒
　ਃは、居宅介護支援事業者、特ผ養護老人ホーム（介護老人ࢱ施設）、介護
老人保݈施設、介護医療院、ຢは高齢者支援センター・͋ΜしΜ૬ஊࣨに行して
もらう͜ともできます。

介護保険੍
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� ׂ、�ׂຢは �ׂ（所ಘঢ়گによる）૬ֹがࣗݾෛ୲となります。
なお、�Ҏ上にわたるະೲの保険料が͋ると、ͦのະೲ期間に応じた一定期間、
ෛ୲がݾࣗ �ׂຢは �ׂとなります。
　また、施設をར༻するサービスにかかる居住අや食අ等は、શֹࣗݾෛ୲となります。

利用者ෛ୲ֹ

窓　　口

福祉サービスୈࡾ者ධՁとはʁ

窓　　口

・サービスのৄしい༰やใは、ۙなケアϚωジϟー・お住まいの地域を୲
する高齢者支援センター（1� 。র）におਘねͩ͘さいࢀ̓～�
・介護保険੍に関する͝૬ஊはԼ記૭ޱまで。
ɹอݥྉʜʜʜʜհޢอݥ՝�อݥྉɹ5&-�������������ɹ'"9��������������
ɹೝఆʜʜʜʜʜհޢอݥ՝�ೝఆɹɹ5&-�������������ɹ'"9��������������
հޢอݥサービスʜհޢอݥ՝څ�ɹɹ5&-�������������ɹ'"9��������������
利用ͷ૬ஊ ʜʜࢧऀྸߴԉηϯλー（1��ʙࢀ�র）

　ࢱサービスを提供する事業者について、中ཱ的なୈࡾ者で͋るධՁ機関が、　ࢱサービスを提供する事業者について、中ཱ的なୈࡾ者で͋るධՁ機関が、
サービスの༰、組৫のϚωジϝンτྗ及びܦӦঢ়گなどをઐ的なݟ地からධ
Ձを行い、ͦの݁Ռをެදする組みです。
「ར༻をݕ౼している事業所の特はどのような͜とか」、「サービスの࣭はどの
ようなঢ়ଶに͋るのか」などར༻者の方が事業者をબするࡍの҆となったり、
事業者のサービス向上に向けた取り組みをଅす͜とを的としています。
　事業者のධՁ݁Ռはʲとうきΐうࢱナビήーγϣンʳで͝覧いたͩけます。

έ Ξ プ ϥ ϯ
　介護認定を受けた後、サービスを受けるために、ຊ人やͦのՈの方のر・՝
をѲし、介護サービスの۩ମ的なܭը「居宅サービスܭը」（ケアϓϥン）を、
介護支援ઐ員（ケアϚωジϟー）が࡞します。
　ケアϚωジϟーはຊ人のཱࣗに向けた՝等をѲしながら必要なケアϓϥンを
し、サービスを࣮施するために֤事業所とのௐをして͘れるଘ在です。介護࡞
にࠔった時は、ケアϚωジϟーに૬ஊしてͩ͘さい。
　ケアϓϥンは、事業対者、要支援１・２の方は֤地域の高齢者支援センター、
要介護１～５の方は居宅介護支援事業所、施設入所の方は施設のケアϚωジϟーが
。します࡞

ͱ͏͖ΐ͏ࢱφビήーγϣϯ （IUUQ���XXX�GVLVOBWJ�PS�KQ�）
サービスऀྸߴ�՝ࢱऀྸߴ 5&-�������������

'"9��������������
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（サービスډ）Λத৺に利用するサービスࡏ
˔ࣗで受けるサービス

˔ؼΓで施設に௨͏サービス

˔施設にظ入所するサービス

˔ੜڥ׆Λ͑るサービス

訪問介護（ホームϔルプサービス）
　ホームヘルパーがࣗ͝宅を訪問し、食事
等介護や、日常生活上の世話をします。

訪問看護
　看護ࢣや保݈ࢣがࣗ͝宅に訪問し、療養
上の世話や助ݴを行います。

居宅療ཆཧࢦಋ
　医ࣃ、ࢣՊ医ࢣ、ༀࢣࡎ、看護ࢣ、ӫ養
・などがࣗ͝宅を訪問し、療養上の管理࢜
。ಋを行いますࢦ

通所ϦϋビϦςーγϣϯ（デイέΞ）
老人保݈施設などに通い、食事・入浴な

どの日常生活上の支援や理ֶ療๏࡞、࢜業
療๏࢜などによりリハビリが受けられます。

期入所療ཆ介護（γϣーτスςイ）
　老人保݈施設などに短期入所し、医ֶ的
な管理のもとに医療・介護・機能訓練を行
います。

福祉用۩ߪ入
　心の機能がԼした方が入浴や排ᔔな
どに༻いる༻۩をߪ入した合に、保険څ
付の対となります。

ॅ宅վम
　ମの۩合に応じてࣗ宅にखすりをつけ
たり、ஈࠩのղফ等վमを行った合に、
保険څ付の対となります。

福祉用۩Ϩϯλル
　心の機能がԼし、日常生活の支োの
͋る方が、生活支援のためのࢱ༻۩をआ
りる͜とができます。

期入所生活介護（γϣーτスςイ）
　特ผ養護老人ホームなどに短期入所し、
食事・入浴などの介護サービスや生活機能
ҡ࣋・向上訓練を行います。

通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターに通い、食事・入

浴などの介護サービスや生活機能向上の訓
練を行います。

訪問ϦϋビϦςーγϣϯ
　リハビリ（機能訓練回෮）のઐՈが͝
ࣗ宅を訪問し、リハビリを行います。

訪問入ཋ介護
　浴૧をੵΜͩ入浴ंでࣗ͝宅を訪問し
ます。

介護保険課 څ係　TEL 042-724-4366　FAX 050-3101-6664窓　口

介護保険サービスのछྨ
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要支援１・２
要介護１～５

対　象

通いを中心としながら訪問、短期の宿
泊などを組み合わせて食事、入浴などの
介護や支援を行います。

地域密着型サービスとは……介護が必が必が 要になっても、可能な限り住み慣れた地域での生活を継続で
きるようにするための町田市民が利用できる介護保険サービスです。す。す

要支援２
要介護１～５

対　象

要介護１～５要介護１～５

看護小規模多機能型居宅介護介護老人保健施設 看護小規模多機能型居宅介護介護医療院

対　象対　象 施設の入所要件
による

対　象

身近な地域で受けるサービス（地域密着型サービス）

施設に入所して利用するサービス
その他、介護保険を
利用できる入所施設

上記２つのサービス（地域密着型サービス及び施設サービス）に
ついてのお問い合わせは、直接施設・事業所へお願いします。
なお、施設・事業所の一覧は、
高齢者福祉課 高齢者サービス係 (TEL 042-724-2141 FAX 050-3101-6180）
で配布しているほか、市ホームページで確認できます。

窓　口

　医療機関を退院後、在
宅生活に向けて、リハビ
リや介護が必要な方に機能
訓練や日常生活への支援を
行う施設です。

　「日常的な医療管理」や
「看取り・ターミナルケア」
等と「生活施設」としての
機能とを兼ね備えた施設で
す。

特定施設入居者生活介護
（介護付有料老人ホーム等）
特定施設の認定を受けた

施設では、施設が提供する介
護サービスが受けられます。

要介護１～５要介護１～５

看護小規模多機能型居宅介護地域密着型通所介護 看護小規模多機能型居宅介護看護小規模多機能型居宅介護

対　象対　象

　小規模施設で、食事・
入浴などの介護サービスや
生活機能向上の訓練を行い
ます。

　小規模多機能型居宅介護
に、さらに訪問看護を組み
合わせたサービスです。

要介護１～５

看護小規模多機能型居宅介護看護小規模多機能型居宅介護夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

要介護１～５対　象

　介護と看護が連携を図り、ヘルパーに
よる入浴・排せつの介護や看護職員によ
る療養上の世話の補助などを行います。

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

対　象

　夜間帯に訪問や対応を行
います。サービスとしては
主に、夜間を通じて定期巡
回や緊急時等、必要に応じ
て随時訪問します。

認知症高齢者グループホーム
（認知症対応型共同生活介護）

　認知症の高齢者が少人数での共同生
活を送りながら、食事、入浴などの介護
や支援、機能訓練を行います。

要支援１・２
要介護１～５

対　象

認知症対応型デイサービス
（認知症対応型通所介護）

　認知症の高齢者がデイサービスセンタ
ーに通い、食事、入浴などの介護や支援、機
能訓練を行います。
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施　設　໊ 住所 ి話 定員 ։設

ҍ ྛ  ૬ݪொ ������ ������������ �� ໊ ত����݄
௴ ૬ݪொ ������ ������������ ��� ໊ ฏ��݄̏

ϰ Ο ϥ ொ ా ૬ݪொ ������ ������������ ��� ໊ ฏ��݄̓
ඒ ڷ 小ࢁϲٰ ����� ������������ �� ໊ ฏ��݄̏
Ֆ ඒ ڷ 小ࢁϲٰ������ ������������ �� ໊ ฏ��݄̐
か り Μ・ ொ ా 生 ����� ������������ ��໊ ฏ���݄
ொ ా  心 Ԃ Լ小ాࢁொ ������ ������������ ��� ໊ ฏ����݄
༑ Ѫ  図ࢣொ ��� ������������ �� ໊ ত����݄
サ ル ビ ア  図ࢣொ ���� ������������ ��໊ ฏ݄̏̏
άϥンハーτ༔ʑԂ ������ொ࡚ࢁ ������������ ��໊ ฏ��݄̔
ਗ਼ ෩ Ԃ ۚҪ ������� ������������ ���໊ ত��݄̓
 Ի の Ո ాொ ���� ������������ ���໊ ত���݄
ୈ ೋ ਗ਼ ෩ Ԃ ༀࢣ ������� ������������ ���໊ ฏ��݄
༔ ʑ Ԃ 能ϲ୩ ������ ������������ ��໊ ฏ���݄
い ͮ み の ཬ ொాݪ ������ ������������ ��໊ ฏ��݄
ί Ϟ ン ζ  ������ ������������ ��໊ ฏ���݄
Ϩ Ψ ϝ ொ ా ೆେ୩ ������ ������������ ��໊ ฏ���݄
み ͗ わ ホ ー ム ೆொా ������� ������������ ��໊ ত���݄
ෙ ཀ Ԃ ೆொా ������ ������������ ���໊ ত���݄
合 ঠ ԓ ܡ ྈ ۚ౦ ������� ������������ ��໊ ฏ���݄
高 ケ ࡔ ͻ か り ԓ 高ϲࡔ ������� ������������ ��໊ ฏ���݄
ま ͪ ͩ ਖ਼ ٢ ԓ  ������ ������������ ��໊ ฏ���݄
ケアセンター・ஆՈ  ������ ������������ ��໊ ฏ���݄

˞「ケアセンター・ஆՈ」は、ொా市ຽの方のみ入所できます。
˞「༑Ѫ」はྩ��݄にೆେ୩へҠసします。

　日常生活で常に介護を必要とし、在宅での生活がࠔな、৸たきりや認知症の方
の介護を行う施設です。

ଇ要介護ݪ �～ �の方対　象

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）一覧

46



介護保険ෛ୲ݶֹ認定

には、介護保険施設等ࡍ४をຬたした方には、認定ূがൃ行されます。੍をར༻するجのֹݮ˞
　へ認定ূを事લに提ࣔする必要が͋ります。

生ࠔܭ者ʹ対͢る利用者ෛ୲੍ܰݮ
ෛݾ介護අ・食අ・居住අのࣗ、ࡍ対となる介護保険サービスをར༻したݮܰ　
୲ֹ等をܰݮする੍が͋ります。੍の認定を受けるࡍにはਃが必要です。
認定を受けるҝにはඇ՝੫世帯で͋る͜となど、一定のج४をຬたす必要が͋ります。

高ֹ介護サービスඅのڅࢧ
　１ϲ݄に支った介護サービスのࣗݾෛ୲ֹが一定の上限ֹをえた合、え
たを、高ֹ介護サービスඅとして支څします。対となる方については、ொా市
よりਃॻをお送りいたします。

高ֹ医療・高ֹ介護߹੍ࢉ
　世帯での１間の医療保険のࣗݾෛ୲ֹと介護保険のࣗݾෛ୲ֹを合ܭし、ج४
ֹをえた合に、ͦのえたֹを支څします。֘する方については、Ճ入され
ている医療保険者よりਃॻをお送りいたします。ৄし͘は、��ページ高ֹ介護合
。রͩ͘さいࢀ療養අを͝ࢉ

介護保険課 څ係　TEL 042-724-4366　FAX 050-3101-6664

施設利用࣌ͷ৯අɾॅډඅΛܰݮし·す

ऩ入ɾஷ͕গな͍ํͷ利用ֹΛܰݮし·す

窓　　口

հޢサービスͷ͓ࢧֹ͍͕ߴになͬͨͱ͖にҰ෦Λ͓ฦしし·す

ҩྍඅͱհޢサービスඅΛ߹Θͤͨෛ୲͕େ͖͍߹ɺҰ෦Λ͓ฦしし·す

　ඇ՝੫世帯の方がγϣーτスςイをར༻したときや介護保険施設（特ผ養護老人
ホーム・地域密着型特ผ養護老人ホーム・老人保݈施設・介護療養型医療施設・介
護医療院）に入所・入院（γϣーτスςイؚΉ）したときにかかる食අ・居住අを
。にはਃが必要ですࡍする੍です。੍の認定を受けるݮܰ

介護保険サービスʹؔ͢るෛ୲をܰ͢ݮる͘͠Έ
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　住み慣れた地域でࣗらし͘生活を続けるためには、ۙな地域で݈߁をҡ࣋す
るための活ಈに取り組Ή͜とや、一人ͻとりに合ったదなサービスをར༻しなが
ら、ؾݩでཱࣗした生活をӦΉ͜とがॏ要です。ͦれを࣮ݱする組みとして、૯
合事業が設されました。
　૯合事業は、「介護༧・生活支援サービス事業」と「一ൠ介護༧事業」でߏ
されます。

　要支援認定を受けた方と事業対者（˞）がར༻できるサービスです。
　ैདྷのホームヘルϓサービス、デイサービスと同༷のサービスにՃえ、市ಠࣗの
৽しいサービスを提供します。
˞事業対者…جຊνΣοΫリスτにより、一定の߲に֘し、生活機能のԼがみられた方

ʲ訪問型サービスʳ
　ࣗ͝宅にホームヘルパーなどが訪問し、ௐ理やચ୕などをར༻者と共に行い、͝
ࣗでできる͜とが૿える༷に支援します。

मྃ者の͜とで、市ج४型訪問サービスのみにै事できるヘルパーです。

հޢ༧ɾৗੜࢧ׆ԉ૯߹ۀࣄ（૯߹ۀࣄ）ͱʜ

հޢ༧ɾੜࢧ׆ԉサービスۀࣄͱ

४型訪問サービスجࠃ 市ج४型訪問サービス 短期ू中型サービス

提供者 訪問介護事業者
（訪問介護員）

訪問介護事業者など
（訪問介護員・まͪいきヘルパー˞�） 事業者

ར༻者の
　҆

ʓطにホームヘルϓサー
　ビスをར༻していて、
　Ҿき続きઐ的な支
　援が必要な方
ʓମ介護が必要な方
ʓ退院直後でঢ়ଶがม
　Խしやす͘、ઐ的
　サービスが特に必要
　な方など

　おମに৮れる介助
が必要ない方で、
ʓ生活援助が必要な方
ʓઐ的な֨ࢿや一定
　の知ࣝを࣋ったヘル
　パーによるઐ的な
　支援が必要な方など

通所型の短期ू中型
サービスをར༻してい
る方

　༰
˞ར༻には
ケアϓϥン
の࡞が必
要です。

˔ຊ人が行うՈ事の援助
（আ・ચ ・୕ௐ理など）
ʓಈ࡞のݟकり・介助
（入浴・༰など）
までのサービスとࠓ˞
　同等です。

˔ຊ人が行うՈ事の援助
（আ・ચ ・୕ௐ理など）
˞おମに৮れる介助
　はできませΜ。

ʓ生活機能向上を的
　とした、࡞業療๏࢜
　や理ֶ療๏࢜の訪問
　によるࢦಋ
ʓӫ養վળを的とし
た、ӫ養࢜の訪問に

　よるࢦಋ
˞おମのঢ়ଶによってม
　わります。

˞�「まͪいきヘルパー」とはொా市で࣮施する「まͪいきヘルパー養ݚम」の

介護༧・ৗ生活ࢧԉ૯߹ۀࣄのサービス
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ʲ通所型サービスʳ
　食事・入浴などのサービスや、ମૢ・ྗےτϨーχンάなどを日ؼりで行い、生
活機能を向上させます。

ʓ一ൠ介護༧事業とは
ڭや࠲ߨりや介護༧に関するͮ͘߁Ҏ上の方ならどなたでもར༻できる݈ࡀ��　
　ࣨなどです。݈ （রࢀ���1）。りをۙな所で続けられるように支援しますͮ͘߁

४型通所جࠃ
サービス

市ج४型通所
サービス

短期ू中型
サービス

提供者 通所介護事業者（介護職員など） 事業者

ར༻者の
　҆

˞施設によって༰はҟなります。

४型サービスج४型サービス及び市جࠃ˓
　͍き͍き૯課　施設උ係　TEL 042-724-32�1　FAX 050-3101-4315
˓短期ू中型サービス
　高齢者福祉課　介護༧係　 TEL 042-724-2146　FAX 050-3101-6180

窓　　口

ʓطにデイサービス
をར༻していて、
Ҿき続きઐ的支
援が必要な方
ʓ生活機能が特に
Լしている方など

生活機能がԼして
いて、継続的にઐ
的な支援が必要な方
など

ମૢ・ྗےτϨーχ
ンάなどにより、
ମ機能のҡ࣋・վળ
を図ります。

までのサービスとࠓ
同等です。
ï機能訓練・食事・入浴
など）

�ϲ݄間の関わりで生
活機能のվળを図り
たい方

理ֶ療๏࢜や࡞業療
๏࢜などのリハビリ
ઐ職のアυόイス
にͮ͘جମ機能向
上のためのϓϩάϥ
ムを � ϲ݄間行い、
生活機能のվળを図
ります。

　༰
˞ར༻には
ケアϓϥン
の࡞が必
要です。
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医療保険・ޙ期高齢者医療੍
̍� に͍ͭてূऀݥҩྍඃอऀྸߴظޙ

。の生日からࣗಈ的にՃ入しますࡀ��　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 （生活保護受څ者はআ͘）

　　　　　　　　　　　　　ຊ人のਃにͮجき、域連合の認定を
　　　　　　　　　　　　　受けた方
˞後期高齢者医療੍にՃ入すると、͜れまでՃ入していたࠃຽ݈߁
保険やձࣾの݈߁保険から退する͜とになります。݈߁保険の
退ख続きについては֤݈߁保険組合等へお問い合わせͩ͘さい。
˞認定になるোがいのঢ়ଶについては、୲૭ޱにお問い合わせͩ͘さい。

医療機関にかかるときは、「後期高齢者医療ඃ保険者ূ」を提ࣔして
受します。
˞保険ূは生日のલ݄Լ०に、؆қॻཹ༣ศにてお送りします。

ඃ保険者一人ͻとりがೲめます。
˞保険料は、ݪଇとして౦ژでۉ一となります。
˞લの所ಘঢ়گにより保険料のܰݮાஔが͋ります。ࢉܭ方๏等に
ついては、୲૭ޱにお問い合わせͩ͘さい。

対 象 者
（ඃ保険者）

75 Ҏ্のํࡀ

65 Β͔ࡀ 74 でࡀ
Ұ定のোが͍が͋るํ

保 険 ূ

保 険 ྉ

̎� ૭ޱͷҰ෦ෛ୲ۚͷׂ߹ͱࣗݾෛ୲ݶֹに͍ͭて
ʲ͔݄̍のࣗݾෛ୲ݶֹʳ

ෛ୲
ׂ߹ 所ಘ۠ ֎དྷʴ入院(ੈଳ͝と


֎དྷ(ݸ人͝と


３割

現役並み所得Ⅲ
課税所得690万円以上

252,600円+(10割分の医療費-842,000円)×1%
〈140,100円※3〉

現役並み所得Ⅱ
課税所得380万円以上

167,400円+(10割分の医療費-558,000円)×1%
〈93,000円※3〉

現役並み所得Ⅰ
課税所得145万円以上

80,100円+(10割分の医療費-267,000円)×1%
〈44,400円※3〉

１割
一般 18,000円

(144,000円※2)
57,600円

〈44,400円※3〉
住民税

非課税等※1
区分Ⅱ

8,000円
24,600円

区分Ⅰ 15,000円
※１　区分Ⅱ・・住民税非課税世帯であり、区分Ⅰに該当しない方。
　　　区分Ⅰ・・ア.住民税非課税世帯であり、世帯全員が年金収入80万円以下で、その他の所得がない方。
　　　　　　　　イ.住民税非課税世帯であり、老齢福祉年金を受給している方。
※２　計算期間１年間(毎年８月１日～翌年７月31日)のうち、基準日時点(計算期間の末日)で一般区分又は住民税非課税区分で

ある被保険者について、一般区分又は住民税非課税区分であった月の外来の自己負担額(月間の高額療養費が支給されてい
る場合は支給額を控除した後の額)を合算し、144,000円を超える場合に、その超える分を高額療養費(外来年間合算)とし
て支給します。

※３　過去12か月間に、高額療養費の支給が３回あった場合の４回目以降から適用になる限度額(多数回該当)。ただし、「外来
(個人ごと)の限度額」による支給は、多数回該当の回数に含みません。なお、現役並み所得の被保険者は、個人の外来の
みで「外来＋入院(世帯ごと)」の限度額に該当した場合も、多数回該当の回数に含みます。

医療保険・ޙ期高齢者医療੍医療保険・ޙ期高齢者医療੍医療保険・ޙ期高齢者医療੍

50



̏� ҩྍಛఆ࣬පྍཆ受ྍূऀྸߴظޙ
　高の࣏療を期間継続して受ける必要が͋るඃ保険者は、୲૭ޱにਃし、域連合
に認定されると͜の受療ূがަ付されます。͜の受療ূを提ࣔすると、特定࣬පのࣗݾෛ୲
限ֹが医療機関͝とにֹ݄ �ສԁになります。୲૭ޱにਃしてͩ͘さい。

˓ઌఱੑ݂ӷݻڽҼࢠোの一෦（݂༑ප）
˓人ಁੳが必要なຫੑਛෆશ
˓݂ӷݻڽҼࢠࡎの༩にىҼする（݂ӷࡎによる）̝̞̫ײછ症

保険で特定࣬ප療養受ྖূをަ付されていた方も、後期߁になるલにՃ入していた݈ࡀ��˞
高齢者医療੍にՃ入した合は、վめてਃが必要です。

̐� ೝఆূɺֹݮֹద用ɾඪ४ෛ୲ֹݶҩྍऀྸߴظޙ
ֹద用ೝఆূݶ

ಛ定࣬ප

ʲ後期高齢者医療੍に関してʳ
保険ۚ課　高齢者医療係　TEL 042-724-2144　FAX 050-3101-5154

窓　　口

ʲࣗݾෛ୲ׂ߹ׂ͕̍ͷํʳ
　世帯શ員が住ຽ੫ඇ՝੫の合は、ਃにより「限ֹద༻・ඪ४ෛ୲ֹֹݮ認定ূ」
のަ付を受ける͜とができます。医療機関等の૭ޱに提ࣔすると、保険ద༻の医療අのࣗ
。されますֹݮෛ୲限ֹの۠ᶗ・ᶘがద༻され、入院時の食අがݾ
˞食අのඪ४ෛ୲ֹについては୲૭ޱにお問合せͩ͘さい。

ʲࣗݾෛ୲ׂ߹ׂ͕̏ͷํʳ
　同じ世帯の後期高齢者医療ඃ保険者શ員の住ຽ੫՝੫所ಘがいͣれも���ສԁະຬの
合は、ਃにより「限ֹద༻認定ূ」のަ付を受ける͜とができます。医療機関等の૭
。ฒみ所ಘᶗ・ᶘがద༻されますݱෛ୲限ֹのݾに提ࣔすると保険ద༻の医療අのࣗޱ

˞֤認定ূの認定日はݪଇとして、ਃ݄のॳ日になります。

になる生日のલࡀ��になったཌ݄（１日生まれの方は生݄の１日）からࡀ��
日までが対となります。高齢受څ者ূには保険療のࣗݾෛ୲となる、一෦ෛ
୲ۚのׂ合がදࣔされています。ඃ保険者ূと一ॹに医療機関に提ࣔしてͩ͘さい。
高齢受څ者ূはՃ入している医療保険からަ付されます。ொా市ࠃຽ݈߁保険にՃ

入の方には、֘となる݄のલ݄Լ०にお送りします。ͦのଞの医療保険にՃ入の方
は֤医療保険へお問い合わせͩ͘さい。

保険ۚ課 保険Ճ入係　TEL 042-724-2124　FAX 050-3101-5154窓　　口

高齢डڅ者ূ

51



̍� ҩྍඅֹ͕ߴになͬͨͱ͖
　１か݄の医療අが高ֹになったときは、ࣗݾෛ୲限ֹをえたがい
されます。
˞֘する方には、౦ژ後期高齢者医療域連合からਃॻをお送りします。
˞入院時の食事や保険の対とならないֹࠩϕου料などは支څの対と
なりませΜ。
　同じ世帯での１間（݄̔～ཌ݄̓までの ��か݄）の後期高齢者医
療の一෦ෛ୲ۚ等のֹと介護保険のར༻者ෛ୲ֹの合ֹࢉが、世帯のࣗݾෛ
୲限ֹをえるときは、ਃによりͦれͧれの੍からいされます。

高　　ֹ
療 ཆ අ

高　　ֹ
介護߹ࢉ
療 ཆ අ

̎� ҩྍͷ͍し͕受けΒΕる߹（ҩྍඅͷؐٻに͍ͭて）
、にਃする͜とでޱのような合は、かかった医療අをશֹຊ人が支い、後日୲૭࣍　
一෦ෛ୲ۚҎ֎の෦についていしを受けられる͜とが͋ります。
　ਃには件が͋りますので事લにお問い合わせͩ͘さい。

ᶃやΉをಘͣ後期高齢者医療ඃ保険者ূを࣋たͣに医療機関で療を受けたとき
ᶄ医ࢣが必要と認めた、はり・きΎう・Ϛοサージなどの施ज़を受けたとき
ᶅંࠎなどで、医ࢣの同ҙをಘてॊಓ෮ࢣの施ज़を受けたとき
ᶆւ֎で療を受けたとき　˞日ຊの保険のద༻ൣғに限ります。
ᶇ医ࢣが必要と認めた、ίルセοτなどの࣏療༻補۩を࡞ったとき

̏� ୈߦऀࡾҝͷಧग़に͍ͭて

̐� ඃอ͕ऀݥ͘なͬͨ߹（ࡇඅͷڅࢧ）

　　݅

　ަ通事ނ等でଞ人（ୈࡾ者）からইを受けたり、ࣗଛ事ނでප院にかかる合に、後期
高齢者医療ඃ保険者ূを༻するにはಧग़が必要です。
˞事લに୲૭ޱまで͝連བྷͩ͘さい。

ʻࡇඅのڅࢧʼ
　ඃ保険者が͘なったときࡇを行った方（主）に、ࡇඅとして５ສԁがਃにより
支څされます。ਃには、ҹؑ、ਃ者のۚ༥機関、࠲ޱ൪߸、໊ٛ࠲ޱ、ّを行った͜
とが確認できるものなどが必要です。

ʲ後期高齢者医療੍等に関してʳ
  保険ۚ課 高齢者医療係　TEL 042-724-2144　FAX 050-3101-5154

窓　　口

所ಘ۠ 期高齢者医療੍ʴ介護保険੍ޙ
現役並み所得Ⅲ（課税所得６９０万円以上） ２１２万円
現役並み所得Ⅱ（課税所得３８０万円以上） １４１万円
現役並み所得Ⅰ（課税所得１４５万円以上） ６７万円

一般 ５６万円

住民税非課税等
区分Ⅱ ３１万円
区分Ⅰ １９万円

医療අॿ
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　納付した介護保険料、後期高齢者医療保険料、国民健康保険税は、所得申告にお
いて社会保険料控除の対象となります。納付額の確認については、以下の窓口にお
たずねください。

窓　　口 　�˓ 介護保険ྉ
 　介護保険課　保険ྉ係
 　TEL 042-724-4364　FAX 050-3101-6664

期高齢者医療保険ྉޙ˓
 　保険ۚ課　高齢者医療係
 　TEL 042-724-2144　FAX 050-3101-5154

保険੫߁民健ࠃ˓
 　ೲ੫課　ऩೲ係
 　TEL 042-724-2121　FAX 050-3085-6237

　高齢者向けの福祉サービスなど、市が行う事業には、住民税が非課税であるなど
の要件があります。「収入が全く無い又は遺族年金・障害年金のみを受給している」
かつ「町田市内に住む親族等の扶養になっていない」方は、収入が無かった旨の申
告が必要となる場合があります。申告の要否や手続き等の詳細は下記までお問い合
わせください。

窓　　口 　�˓ 所ಘ੫ʹؔ͢る͜と 
� 　町田੫ॺ　　（町田市中町 3-3-6）
� 　TEL 042-728-7211

˓ॅ民੫（市民੫・民੫）ʹؔ͢る͜と　
� 　町田市市民੫課
 　TEL 042-724-2114・2115　FAX 050-3085-6084
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ো者߇আ対象者認定ॻのަʹ͍ͭͯ
　障害者手帳等をお持ちでない方でも、税の控除を受けられる「障害者控除対象者
認定書」を、対象要件を満たす方に交付しています。

対　　象 申請日時点で、以下の 3つの条件をすべて満たしている方
� ※前年以前について申請される場合は、その年の12月31日時点です。
� ①町田市に住民登録があり、65 歳以上であること
� ②要介護度が1～5と認定されていること（有効期間開始日以降のもの）
� ③�要介護認定の調査票で、一定の判定基準であること（申請後、市が

確認します）
� ※�税の控除を受ける必要のない方は申請をする必要はありません。

ਃํࠐ๏ 　�郵送と市庁舎窓口でお手続きができます。詳細は下記までお問い合
わせください。

੫߇আのखଓきํ๏　�交付された認定書を、税務署等で税の申告の際に提示、ま
たは提出ください。

窓　　口 　高齢者福祉課 高齢者サービス係　TEL  042-724-2141
  FAX  050-3101-6180

͓Ήͭʹ係るඅ用の医療අ߇আओ࣏医ҙݟॻ֬認ॻのަʹ͍ͭͯ
　おむつに係る費用の医療費控除を受けるのが 2年目以降で、対象要件を満たす方
に「町田市おむつに係る費用の医療費控除主治医意見書確認書」を交付しています。

対　　象 　�控除を受けようとする年の12月31日時点で、以下の3つの要件をす
べて�満たしている方
①おむつ代について、医療費控除を受けるのが 2年目以降であること
②介護保険の要介護度認定区分が要介護1～5と認定されていること
③�市で保有する介護保険認定資料「主治医意見書」にて、所定の内
容が確認できること（申請後、市が確認します）

ਃํࠐ๏ 　�郵送と市庁舎窓口でお手続きができます。詳細は下記までお問い合
わせください。

੫߇আのखଓきํ๏　�交付された確認書を、税務署等で税の申告の際に提示、ま
たは提出してください。

窓　　口 高齢者福祉課 高齢者サービス係　TEL  042-724-2141
  FAX  050-3101-6180



　సग़͢るときはసग़ಧの他ʹҎԼのखଓきを͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ொా市でのख続き సग़ઌでのख続き

保険߁ຽ݈ࠃ

ඃ保険者ূをおฦしͩ͘さい。
ʲ70 Ҏ্ࡀ 75 ະຬのํʳࡀ
高齢受څ者ূ、限ֹద༻認
定ূ等をおฦしͩ͘さい。

Ճ入のख続きをしてͩ͘さい。

後期高齢者医療
（Ҏ上の方ࡀ��）

ඃ保険者ূ、限ֹద༻・ඪ
४ෛ୲ֹֹݮ認定ূ等をおฦ
しͩ͘さい。

ʲ75 ະຬのඃ保険者のํʳࡀ
上記のख続きにՃえて、ো
認定ূ໌ॻのަ付も受けて͘
ͩさい。

ʲ75 ະຬのඃ保険者のํʳࡀ
ো認定ূ໌ॻをఴえて、ख
続きをしてͩ͘さい。

介護保険

ඃ保険者ূ、ෛ୲ׂ合ূ、֤
。認定ূをおฦしͩ͘さいֹݮ

ʲཁ介護認定をड͚͍ͯるํʳ

ຽۚࠃ ொా市でのおख続きは͋りま
せΜ。

సग़ઌのۚ事所に「住所・
支機関มߋಧ」の提ग़が必
要な合が͋ります。͘わし
͘はసग़ઌのۚ事所へお
問い合わせͩ͘さい。

要必がॻ໌ূのಘ所にめたるけ受をどなスビーサࢱ、はてっよにଜொ۠市のઌ入స）１
な合が͋ります。

るす所入にどなムーホ人老料有、設施険保護介のଜொ۠市のଞ、てしग़సらか市ాொ）２
合には、సग़時、֤୲՝で͝確認ͩ͘さい。ࠃຽ݈߁保険・介護保険・後期高齢
者医療のख続きがҟなる合が͋ります。

（者ূڅඃ保険者ূ・高齢ड）保険ʜ保険ۚ課 保険Ճ入係߁民健ࠃ TEL 042-724-2124　FAX 050-3101-5154
　　　　　　　保険ۚ課 保険څ係（ݶֹద用認定ূ） TEL 042-724-2130　FAX 050-3101-5154
期高齢者医療ʜ保険ۚ課 高齢者医療係ޙ TEL 042-724-2144　FAX 050-3101-5154
介護保険ʜ介護保険課 保険ྉ係（ඃ保険者ূ） TEL 042-724-4364　FAX 050-3101-6664
　　　　　介護保険課 څ係（ෛ୲ׂ߹ূ・ֹ֤ݮ認定ূ） TEL 042-724-4366　FAX 050-3101-6664

窓　口

ʲཁ介護認定をड͚͍ͯるํʳ
సग़ઌの૭ޱで要介護認定を
受けている͜とを必ͣえて
ͩ͘さい。ͦ の上でҾ継͗ख
続きをしてͩ͘さい。
˓৽たな住所に住み࢝めてから
��日をա͗ますと要介護認
定のҾ継͗ができな͘なり
ますので͝ҙͩ͘さい。

ொా市では、受໌ূ֨ࢿڅॻ
のൃ行は行っておりませΜ。

సग़͢るとき

55

6 సग़・ࢮ



ͨ͠ときࢮ

56

　お亡くなりになった場合は死亡届の他に以下の手続きをしてください。
　お手続き方法については、各窓口にお問合せください。

手続きの内容 窓　口

国民健康保険

●被保険者証をお返しください。
●�̡ 70 Ҏ্ࡀ 75 ະຬのํʳࡀ
　高齢受給者証をお返しください。

保険年金課�保険加入係
TEL�042-724-2124
FAX�050-3101-5154

●�̡ 70 Ҏ্ࡀ 75 ະຬのํʳࡀ
　�限度額適用認定証等をお返しください。
●�葬祭費の支給申請をしてください。
　※ 1

保険年金課�保険給付係
TEL�042-724-2130
FAX�050-3101-5154

後期高齢者医療
(75歳以上の方)

●�被保険者証、限度額適用・標準負担額
減額認定証等をお返しください。
●�葬祭費の支給申請をしてください。
　※ 1

保険年金課�高齢者医療係
TEL�042-724-2144
FAX�050-3101-5154

介護保険

●被保険者証をお返しください。
　※ 2

介護保険課�保険料係
TEL�042-724-4364
FAX�050-3101-6664

●�負担割合証、各減額認定証をお返しく
ださい。※ 2

介護保険課�給付係
TEL�042-724-4366
FAX�050-3101-6664

国民年金

【年金を受給していた方】
●�未支給年金請求（兼死亡届）の手続き
をしてください。

八王子年金事務所
TEL�042-626-3511
FAX�042-621-0549

【年金受給前の方】
●�死亡一時金、遺族年金等に該当する場
合があります。

保険年金課�国民年金係
TEL�042-724-2127
FAX�050-3101-5154

※ 1��葬祭費の支給申請には、喪主の印鑑、振込先口座のわかるもの、喪主を確認できる書
類（葬祭費用の領収書等）が必要です。

※ 2��【要介護・要支援認定を受けていた方】相続税の減免手続き等、諸手続きに使用する
ことがありますので、必要な手続きが完了した後に返還してください。



　҆Ձで͋ってもݫかなおݟ送りがग़དྷるよう、ࡇஃ等のିग़やࡇ༻のൢച等
を行っています。͝ෆ໌なは事લにおܰؾに͝૬ஊͩ͘さい。訪問૬ஊも行って
おります。͝૬ஊはແ料です。
　訪問૬ஊは、高齢またはମがෆࣗ༝などの理༝でདྷ所できない方で、市在住
の方に限ります。

　͜の事業はொా市がެӹࣾஂ๏人ொా市γルόー人ࡐセンターにҕୗして、ொా
市ࡇ事業所にて࣮施しています。

ਃ者または͘なられた方がொా市ຽで͋り、ொా市でّをӦΉ方

ொాࢢۀࣄࡇ所　ொా市ી౦ �ஸ �����
5&- ������������ɹ'"9 ������������
ຖ日（��� ～ ��� をআ͘）
લޕ �時 ��～ޕ後 �時

対　　象

窓　　口

ۀࣄࡇ

　昨今、「自分が亡くなった後に残った財産を、お世話になった町田市へ寄附
して将来の町田に役立てたい」、「故人が町田市にお世話になったので、その財
産を町田市のために役立ててほしい」といったご相談をいただくことが多くな
り、町田市への遺贈、相続財産の寄附が増えてきています。
　町田市では、このようなお申し出にお応えするため、遺言による寄附（遺贈）、
相続財産の寄附を承り、市政運営へ活用させていただいています。
　町田市への寄附は、寄附者の意向に沿ったかたちで町田市の未来への投資の
財源として活用させていただきます。
　詳細は、下記までお問い合わせください。

窓　　口 課　TEL 042-724-214�　FAX 050-3085-5303ࡒ�　

町田市への遺贈・相続財産の寄附について
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○調髪利用券 ˰16ϖーδ
○寝具乾燥消毒事業 ˰17ϖーδ
○シルバーピア ˰1�ϖーδ
○紙おむつ支給事業 ˰20ϖーδ
○自立支援・配食ネットワーク事業 ˰20ϖーδ
○救急通報システム ˰25ϖーδ
○火災予防機器等給付事業 ˰25ϖーδ
○いきいきポイント制度 ˰34ϖーδ
○介護予防・フレイル予防 ˰40ϖーδ
○介護保険制度 ˰42ϖーδ
○高齢者の障害者控除 ˰54ϖーδ

○指定収集袋の無料配付 ˰14ϖーδ
○無料入浴券 ˰17ϖーδ
○東京都シルバーパス ˰21ϖーδ
○高齢受給者証 ˰51ϖーδ

70 Ҏ্のํࡀ

○シルバー調髪カード ˰16ϖーδ
○後期高齢者医療被保険者証 ˰50ϖーδ

75 Ҏ্のํࡀ

☆�町田市では 9月 1 日現在、市内に 1年以上お住まいの 100 歳の方に 1万円をお贈り
しています。お申し込みは不要です。

͝ҙ
制度の中には、年齢のほかに所得や居住期間などの利用条件があるものがあります。
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65 Ҏ্のํࡀ

○ふれあい館（高齢者福祉センター） ˰30ϖーδ
○老人クラブの加入 ˰32ϖーδ
○シルバー人材センター ˰32ϖーδ
○ことぶき大学 ˰33ϖーδ
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市の業務・手続き、施設案内やイベント情報を年中無休でお答えします。
イベント・講座の申込み受付は、町田市イベントダイヤル　TEL  042-724-5656
FAX　042-724-5600　　E メール　5656@machida.call-center.jp
受付時間　午前７時 ～ 午後 7 時（FAX、E メールは 24 時間受信します）

町田市ホームページ　https://www.city.machida.tokyo.jp

町 田 市 役 所
森野 2－2－22

窓口受付時間　午前 8時 30分～午後 5時

TEL 042－722－3111（代表）

よくある質問と回答（FAQ）　☞
イベント申込システム（通称イベシス）　☞24 時間受付（年中無休）　　　　
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広告の内容は、2021年４月１日現在の情報です。直接各社へお問い合わせください

 ࠂ
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  社会福祉法人 友愛十字会社会福祉法人 友愛十字会

友 愛 荘
友愛十字会

荘荘
特別養護老人ホーム／短期入所生活介護

http://www.yuai.or.jp/31/index.html

令和 3年 6月 1日 町田市南大谷 1651-1に移転 OPENします！します！
現住所
〒194-0203 東京都町田市図師町 989
TEL042-793-7530

新施設の概要 ユニット型個室 60床
短期入所   10床
従来型多床室 40床

広告の内容は、2021年４月１日現在の情報です。直接各社へお問い合わせください

広 告

新施設の概要 ユニット型個室 60床
短期入所   10床
従来型多床室 40床

医療法人社団幸益会

川村クリニック
〒194－0032
町田市本町田2943－1　サンライズヒル201
☎（042）724ｰ7727 FAX（042）724ｰ5691

みどり訪問看護ステーション
〒195－0074
町田市山崎町2055－2 グランハート町田C－215
☎（042）794ｰ4766 FAX（042）794ｰ4769

64



広告の内容は、2021年４月１日現在の情報です。直接各社へお問い合わせください

広 告
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